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協議議事録 

全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画 
医療機材保守管理能力強化プロジェクト 

協力準備調査Ⅱ 
 

 キューバ共和国政府（以下、「キューバ」と称す）の要請に対し、日本政府は無償資金協

力プロジェクト「全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画」（以

下、「無償資金協力プロジェクト」と称す）と技術協力プロジェクト「医療機材保守管理能

力強化プロジェクト」（以下、「技術協力プロジェクト」と称す）の協力準備調査Ⅱを行うこ

とを決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」と称す）に委託した。 
 

JICA は人間開発部・伊藤賢一を団長とする準備調査団（以下、「調査団」と称す）を 2015
年 10 月 23日から 11月 25日までキューバに派遣することにした。 

 

 調査団は、キューバ滞在中に関係当局との協議および対象地域における現地調査を実施し

た。 

 
これらの協議議事録と現地調査を踏まえ、双方は付属文書および別添に記載する主要事項

について確認した。 
 
 

ハバナ、2015 年 11 月 6 日 
 
 

 
 
                                
伊藤 賢一 
団長 
協力準備調査団 
国際協力機構 
日本 

 
 
                                  
アフルレド・ゴンザレス・ロレンソ 
副大臣  
保健省 
キューバ共和国 

 
 
 
 
 



                            
附属文書 

  

Ⅰ 無償資金協力プロジェクトと技術協力プロジェクトにより目指すところ 

第１次現地調査で合意した通り、無償資金協力プロジェクトと技術協力プロジェクトとの

一体的な支援により、全体として、主要な医療施設におけるがんの医療サービスの拡充と質

の向上を目指し、キューバの保健の優先課題の解決とキューバ国民の健康改善に寄与する。 

 

Ⅱ 無償資金協力プロジェクト 

1. 無償資金協力プロジェクトの目標 

本事業は、キューバの主要な医療施設において、医用画像診断システムのデジタル化に必

要な機材、病理検査機材、低侵襲治療に必要な機材を整備することにより、当該国において

死亡原因の一位であるがんの診断及び低侵襲治療の強化を図り、ひいては当該医療施設にお

ける医療サービスの拡充と質の向上に寄与する。 

 

2. 無償資金協力プロジェクトの名称 

無償資金協力プロジェクトの名称は「全国主要病院における医療サービス向上のための医

療機材整備計画」であることを双方で確認した。 
 

3. 無償資金協力プロジェクトサイト 

無償資金協力プロジェクトサイトは、別添 1に示すキューバの主要な医療施設である。別

添 1に記載の優先順位については、8-1-2で詳述する。 

 

4. 無償資金協力プロジェクトの責任機関及び実施機関 

責任機関および実施機関について以下の通り、双方で確認した。 

4-1. 責任機関は保健省・医療サービス福祉局とする。責任機関は実施機関を監督する。

実施機関の組織図は別添 2の通り。 

4-2. 実施機関について、国立の 5 つの医療施設は保健省・医療サービス福祉局、それ以

外の医療施設はハバナ県、ピナル・デル・リオ県、アルテミサ県、マタンサ県、ラ

ス・トゥーナス県、オルギン県、グランマ県、サンチアゴ・デ・クーバ県、グアン

タナモ県、ビジャ・クララ県、シエン・フエゴス県、カマグェイ県の合計 12県保健

局とする。更には、免税・通関手続き、内陸輸送および検収を行う公衆衛生サービ

ス公社グループ（ENSUME、MEDICUBA、CNE）も実施機関とする。実施機関は、プロジ

ェクトの円滑な実施及び関連機関による適時適切な負担事項の履行を確保するよう、

全ての関連機関との調整を行う。 

 

5. キューバ政府からの無償資金協力プロジェクトに関する要請内容  

5-1. 協議の結果、キューバ側の要請内容は別添３の通りであることを調査団とキューバ



側は確認した。この確認に際し、要請内容を以下のように整理した。 

a. 本事業は「医用画像のデジタル化プログラム 2018-2020 年」のモデルケースと

して、要請施設の完全フィルムレス化の構築を目指す。そのため、同プログラ

ムの方向性と合致しない X 線フィルムレーザープリンターとマンモグラフィ用

シャウカステンは、要請機材に含めない。 

b. 機材の据付は業者契約に含まれるため、CNE立会いのもとで同業者責任のもとで

行う。そのため同作業に必要な工具は、要請機材に含めない。 

c. パラフィンヒーターと遠心分離機は、他の要請機材と機能が重複することが確

認されたため、要請機材に含めない。 

d. その他、一般家具、事務機器などの一般的な汎用品は、がんサービスへ直接的

に寄与するものではないため、要請機材に含めない。 

5-2. 低侵襲治療関連機材について、腹腔鏡と気管支鏡の追加をキューバ側は要請した。

併せてキューバ側は、腹腔鏡、気管支鏡、上部内視鏡、下部内視鏡の順で優先する

ことを説明し、同協力の可否について調査団は今後検討することとした。 

5-3. 調査団帰国後に JICAは、その内容について妥当性を検証し、その結果を日本国政府

に報告する予定である。なお無償資金協力プロジェクトの最終的な内容は、日本国

政府により決定される。 

 

6. 日本の無償資金協力制度 

キューバ側は、日本政府がプロジェクトに対する日本の無償資金協力の実施を承認した場

合、その円滑な実施のために、別添４に記載された必要な措置（先方負担事項）をとること

を確約した。別添４の項目は協力準備調査の実施中に更新され、最終的に合意文書（Grant 

Agreement）に添付される 

 

7. 無償資金協力プロジェクトに関する調査スケジュール 

7-1. コンサルタント団員は、2015年 11月 25日までキューバで引き続き調査を行う。コ

ンサルタント団員は、要請機材の詳細な仕様と数量の確認、現有機材の活用可能性、

ソフトコンポーネントの必要性の確認、国内解析を行う上で必要となる施設・機材

の追加情報等を調査し、キューバ側は必要な情報提供を行う。 

7-2. JICAは協力準備調査報告書案を西語で作成すると共に、協力準備調査Ⅲ調査団を概

略設計概要説明のために 2016年 2月頃に派遣し、協力準備調査報告書案についてキ

ューバ側に説明すると共に、キューバ側の必要準備事項を確認する。 

7-3. 協力準備調査報告書案の内容と取るべき措置がキューバ側に原則的に受け入れられ

た場合、JICA は協力準備調査報告書を作成し、これを 2016 年 5 月頃にキューバ側

へ送付する。 

7-4. 上記スケジュールは暫定的であり、変更の可能性がある。 

 

8. その他協議事項  



8-1. 本事業の妥当性・有効性と今後の検討方針 

8-1-1. 本事業の妥当性と有効性 

本事業は、「がん対策総合プログラム」に沿って、以下の観点で同プログラムのうちが

ん診療サービスの強化に資することから、妥当性・有効性があることを双方は確認した。 

a. がん診療アルゴリズムに沿った、スクリーニング、早期診断、早期治療を強化

すること 

b. 成人のがんで罹患率・死亡率が高い消化器、呼吸器、乳房の診療に重点をおく

こと 

c. がんサービスネットワークを構成する各管区内で一定水準のがん診療サービス

を提供すること 

d. 地域間のがん医療サービスの平準化を目的とし、人口が多くがんの罹患率が高

い一方で、整備の遅れている東部地域を強化すること 

8-1-2.今後の検討方針 

上記に基づき、以下の方針で今後の検討を進めることを双方は確認した。以下に基づ

くキューバ側の要望による機材群ごとの施設の優先順位は、別添１の通りである。 

（1） デジタル化関連機材 

 一連のがん診療サービスのうち、スクリーニング、早期診断のための機材である。 

成人の消化器、呼吸器、乳房のがん診断を行う施設、複雑な症例を扱う保健省管轄

の病院の強化、およびがんサービスネットワークを構成する各管区内の県管轄の最

上位病院および中核病院の強化に重点を置く。 

（2） 病理関連機材 

  一連のがん診療サービスのうち、がんの確定診断のための機材である。 

整備の遅れている東部地域の医療サービス強化、またがんサービスネットワークを

構成する各管区内の県管轄の最上位病院および中核病院の機能強化に重点を置く。 

（3） 低侵襲治療関連機材 

 一連のがん診療サービスのうち、がんの診断と治療のための機材である。 

整備の遅れている東部地域の医療サービス強化、およびがんサービスネットワーク

を構成する各管区内の県管轄の最上位病院の機能強化に重点を置く。 

8-2. 現有機材と要請機材の機能面での整合性の検証 

一般 X 線撮影装置と乳房撮影装置のデジタル化に向けた CR と FPD の要請に対し、事業

効果の発現の検証を本調査団が行う。しかし CR と FPD の供与による事業効果が期待で

きないと判断された場合、現有装置から新規装置への置き換えを視野に入れた検討を行

うことを調査団は説明し、キューバ側は理解した。なお新規装置への置き換えの可能性

は、第 2次現地調査の終了時に、コンサルタントが技術的提案書で説明を行う。 

8-3. 予算確保 

調査団は、プロジェクト本体の実施に必要な、銀行間取極のための手数料、支払授権書

の発行とそれに基づく各支払の手数料、また内国輸送費とそれに伴う保険料がキューバ

側負担となるため、その資金を 2017 年度の保健省予算として計上・申請することを、



キューバ側へ助言した。 
8-4. 調達機材の運営・維持管理 

キューバ側は、調達機材の運営・維持管理に必要な予算措置および人員配置を行うこと

を、調査団へ確約した。なお、適切な予算措置計画の詳細な策定は、第 3次現地調査に

て行うことを双方で確認した。 

Ⅲ 技術協力プロジェクト 

1. 技術協力プロジェクトに関する調査スケジュール 

1-1. コンサルタント団員は、2015年 11月 25日までキューバで引き続き調査を行う。 

1-2. 協力準備調査Ⅱの結果を踏まえて JICA は、協力準備調査Ⅲ調査団を 2016 年 2 月頃

に派遣する。その際、上記Ⅰのとおり、無償資金協力プロジェクトで支援する医療

機材の維持管理能力の向上を基本方針とし、技術協力プロジェクトの方向性・枠組

み、そして目標の設定、投入、活動及び規模など案件の詳細計画を行う。 

1-3. 上記スケジュールは暫定的であり、変更の可能性がある。 

 
以上 

 
別添 1 プロジェクトサイト 
別添 2 組織図（責任機関および実施機関） 
別添 3 キューバ国政府要請機材（無償資金協力プロジェクト） 
別添 4  先方負担事項（無償資金協力プロジェクト） 
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医用画像診断システムのデジタル化関連機材
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優先順位 病院番号 優先順位 病院番号

1 1 国立腫瘍学研究所(INOR) 6 13 アベル・サンタマリア病院

14 2 神経学・神経外科研究所 7 14
アルナルド・ミリアン・カスト
ロ病院

3 3 国立低侵襲性外科センター 21 15 ホセ・ミランダ県連携小児病院

17 4 フランク・パイス病院 16 16
ドクトル・グスタボ・リマ外科
病院

2 5
エルマノス・アメイへイラス病
院 8 17 マヌエル・ドメネチ県外科病院

4 6 カリスト・ガルシア病院 22 18
エドゥアルド・アグラモンテ小
児病院

5 7 エンリケ・カブレラ病院 18 19
ルシア・イニゲス・ランディ二
病院

12 8 サルバドール・アジェンデ病院 9 20
ウラジミール・イリイチ・レー
ニン病院

15 9 マヌエル・ファハルド病院 23 21
オクタヴィオ・デ・ラ・コンセ
プシオン・イ・デラ・ペドラハ
県小児病院

13 10 ミゲル・エンリケス病院 11 22 サトゥルニノ・ロラ県病院

19 11
ファン・マヌエル・マルケス小
児病院 10 23 ファン・ブルノ・サヤス病院

20 12 ウィリアム・ソレル小児病院 24 24 スール・ラ・コロナ小児病院

医用画像診断システムのデジタル化関連機材

対象病院
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6 16
ドクトル・グスタボ・リマ外科
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システム工学課 

インフラ工学部

副所長 副所長 

別添２ 県保健局組織図 



1 

別添 3 

① 医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 

No. 分類 項目 数量/病院 合計数量 

1 FPD 一般X線露光用間接変換型FPDシステム（FPDディテクター、

ディテクターコントローラーブロック、コンソール、医療用キ

ーボード付きDICOMモニターを含む） 
1セット 24セット 

2 CR デジタルX線画像診断システムCR (IP付CCタイプ14” x 17”4
シャーシ、8” x 10” 2シャーシ)、CRコンソール、4マンモグラ

フィーシャーシ 
1セット 24セット 

6 PACS PACSサーバー 1セット 24セット 
7 PACS 評価用ステーション（3メガピクセルのモニター含む） 1セット 24セット 
8 PACS ディスプレイ・ステーション（1設備あたり3台） 3セット 72セット 
9 PACS 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8セット 192セット 
10 PACS ネットワーク接続用UTPケーブルロール 8セット 192セット 
11 PACS UPS3000VA 1セット 24セット 
16 医療機器以外 UPS1500VA 5セット 120セット 

 

② 病理検査用機材 

No. 分類 項目 数量/病院 合計数量 

1 共通 科学天秤 1セット 14セット 
2 共通 天秤（1000gまで） 1セット 14セット 
3 共通 フリーザー（20度） 1セット 14セット 
4 共通 pHメーター 2セット 28セット 
5 共通 カメラ（プロ仕様） 1セット 14セット 
6 共通 科学天秤5kg 1セット 14セット 
7 共通 タイマー 1セット 14セット 
8 共通 双眼顕微鏡 6セット 84セット 
9 共通 カメラ付き三眼顕微鏡 1セット 14セット 
10 共通 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1セット 14セット 
11 共通 蛍光顕微鏡 1セット 14セット 
12 共通 染色装置 1セット 14セット 
13 共通 電子レンジ 1セット 14セット 
14 共通 マグネチックスターラー 1セット 14セット 
15 生検 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2セット 28セット 
16 生検 組織検査用パラフィン溶融器 3セット 42セット 
17 生検 ティッシュプロセッサー 2セット 28セット 
18 生検 パラフィン包埋装置 1セット 14セット 
20 迅速 クライオスタット 2セット 28セット 
22 細胞診断 細胞遠心分離機 1セット 14セット 
23 病理解剖 電動解剖鋸（霊安室用） 2セット 28セット 
24 病理解剖 霊安室テーブル 2セット 28セット 

25 病理解剖 剖検セット 2セット 28セット 

26 病理解剖 吊り分銅（霊安室用） 2セット 28セット 

 

③ 低侵襲治療に必要な機材 

No. 分類 項目 数量/病院 合計数量 

1 上部消化管スコープ 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1セット 6セット 
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No. 分類 項目 数量/病院 合計数量 

2 下部消化管スコープ 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1セット 6セット 
3 モニターセット 内視鏡トロリー·ワークステーション 1セット 6セット 
4 モニターセット 高解像度LCDモニター 1セット 6セット 
5 モニターセット ビデオプロセッサー 1セット 6セット 
6 モニターセット キセノンランプ 1セット 6セット 
7 モニターセット 電気外科ユニット 1セット 6セット 
8 モニターセット 吸引ユニット 1セット 6セット 

9 
止血手技（食道静脈瘤止

血バンドセット含む） 
硬化療法針内径23Gx4mm 2セット 12セット 

10 
止血手技（食道静脈瘤止

血バンドセット含む） 
食道静脈瘤結束バンドx 6個 10セット 60セット 

 

 



Annex 4 
Major Undertakings to be taken by Recipient Government 

1. Before the Tender 
NO Items Deadline In charge Cost Ref. 

1 To open Bank Account (Banking Arrangement (B/A)) within 1 month after 
G/A 

BFI 
  

(B/A: Banking Arrangement) 

 

2. During the Project Implementation 

NO Items Deadline In charge Cost Ref. 

1 To bear the following commissions to a bank of Japan for the banking services based 
upon the B/A   

    

 1)  Advising commission of A/P within 1 month after 
the singing of the 

contract 
MINSAP 

  

 2)  Payment commission for A/P every payment MINSAP   

2 To ensure prompt unloading and customs clearance at the port of disembarkation in 
recipient country 

    

 1)  Tax exemption and customs clearance of the products at the port of 
disembarkation 

during the Project Medi Cuba   

 2)  Internal transportation from the port of disembarkation to the project site during the Project ENSUME   

3 To accord Japanese nationals and/or physical persons of third countries whose 
services may be required in connection with the supply of the products and the 
services under the verified contract such facilities as may be necessary for their entry 
into the recipient country and stay therein for the performance of their work 

during the Project MINSAP 
+ 

MINCEX 

  

4 To ensure that customs duties, internal taxes and other fiscal levies which may be 
imposed in the country of the Recipient with respect to the purchase of the Products 
and/or the Services [（※免税方式の場合） be exempted/（※先方政府負担（予算措置）

方式の場合） be borne by its designated authority without using the Grant] 

during the Project Medi Cuba   

5 To bear all the expenses, other than those to be borne by the Grant Aid, necessary for 
modification of the facilities for the equipment installation 

during the Project Electro 
medicina 

  

6 To provide temporary storage space for the equipment before arrival of the 
equipment 

Hospital   

7 To clear the room for the equipment installation before arrival of the 
equipment 

Hospital + 
Electro 

medicina 

  

8 To provide facilities for the distribution of electricity, air conditioning, water supply, 
drainage and other incidental facilities 

before arrival of the 
equipment 

Hospital + 
Electro 

medicina 

  

(B/A: Banking Arrangement, A/P: Authorization to pay) 
 

3. After the Project 
NO Items Deadline In charge Cost Ref. 

1 To maintain and use properly and effectively the equipment provided under the Grant 
Aid 
1) Allocation of maintenance cost 
2) Operation and maintenance structure 
3) Routine check/Periodic inspection 

After completion of 
the construction 

Hospital, 
Electro 

medicina 

  

(B/A: Banking Arrangement, A/P: Authorization to pay) 

 



MINUTADE REUNIONES

SOBRE

EL TERCER BSTUDIO PREPARATORIO DE COOPERACION

PARA

EL PROYECTO DE ADQUISICIOI.T OB EQUtrOS MEDICOS PARA EL MEJORAMIENTO DE

SERVICIOS DE ArENCION A LA SALUD EN LoS HoSPITALES PRINCIPALES oBT Pnis

Y

EL PROYECTO DE FORIALBCMIENTO DE LA CAPACIDAD DE MANTENMIENTO DE

EQUIPOS MEDICOS EN ELECTROMEDICINA

En respuesta a la solici presentada por el Gobienro de la Repriblica de Cuba (en adelante referido

gomo "Cuba") el Gobierno del Jap6n decidi6 realizar el tercer estudio preparatorio de cooperaci6n

la Salud en los Hospitales Principbles del Pais (en adelante referido como "el Proyecto de Cooperacidn

FinancieraNo Reembolsable") y el Proyecto de Fortalecimiento de la Capacidad de Mantenimientp de

Equipos M6dicos on Electromedioina (en adelante referido como "el Proyecto de Cooperaci6n

Tecnica') y lo encarg6 a la Agencia de Cooperaci6n Internacional del Jap6n (en adelante reftrido

como "JICA").

JICA decidi6 enviar una Misi6n para el Estudio Preparatorio (en adelante referido como "la

Misi6n"), encabezada por el Sr. Hisatoshi Okubo del Departamento de Implementaci6n de

Cooperaci6n Financiera de JICA, desde el dia 24 de enero de 2016 hasta el dia 30 de enero de 2016.

La Misi6n sostuvo una serie de reuniones con las autoridades competentes cubanas dwante su

estadia en Cuba.

Con base en los resultados de las reuniones sostenidas y los esf,rdios de campo arriba mencionados,

s partes acordaron los prineipales temas descritos en el Documento Adjunto y los Anexos.

La Habanq 29 de enero, 2016

Sr. Hisatoshi OKUBO
Jefe de la Misi6n de Estudio Preparatorio
Agencia de Cooperaci6n Internacional del
Jap6n (JICA)

Jap6n

Dr. Jorge Miranda Quintana
Ministerio de Salud Priblica

Repriblica dE Cuba

kaigai
テキストボックス

kaigai
テキストボックス

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト
４．討議議事録(第3次現地調査)



Documento Adjunto

I. Sobre Cooperaci6nFinancieraNo Reembolsable

Los contenidos de las Minutas de Reuniones acordadas en dos estudios de campo ejecutados

anteriormente (el 23 de septiembre de 2015 y el 6 de noviembre de 2015) fueron revisados.

Adicionahentg, con base en los resultados del ani{lisis en Jap6n, los puntos siguientes fueron

confirmados por ambas partes.

1. Solicitud presentada por el gobierno cubano con respecto a la Cooperaci6n Financiera No

Reembolsable

1-1. Sobre el cronograma de implementaci6n del Proyecto de Cooperaci6n Financiera No

Reembolsable y la asignaci6n del presupuesto

a. Ambas partes sostuvieron discusiones sobre el cronograma de implementaci6n del Proyecto.

La parte japonesa explic6 que despuds de la aprobaci6n del Proyecto en el Consejo de

Ministros que se prev6 obtener en el afio fiscal 2016 tardarhn entre cinco o seis meses para

celebrar la licitaci6n y adem6s la llegada de los equipos ser6 en la segtmda mitad del aflo

2017. Ante este cronograma tentativo, la parte cubana explic6 que ya habia terminado la

gesti6n de traspasar un aflo el presupuesto para cubrir los gastos asumidos por la parte

cubana para el Proyecto que fue originalmente destinado y gestionado para 2015 y que por

lo tanto se ve sumamente dificil gestionar otro traspaso o hacer nueva asignaci6n

presupuestaria pAra20l7. En este contexto, la parte cubana rqcalc6 que el desarrollo de las

actividades programadas en el cronograma tentativo es demasiado lento y que la entrega de

los equipos debe ser terminada a m6s tardar en novigmbre de 2016,

b. En respuesta a esta observaci6n presentada por la parte cubanq descrita en el apartado a.

arriba,la parte japonesa explic6 que si bien es cierto que har6 esfuerzos para acortar el

tiempo de implementaci6n del Proyecto, manifest6 reiteradamente que el cronograma

explicado anteriorrhente es apropiado por cumplir con las condiciones estipuladas en las

directrices de Cooperaci6n Financiera No Reembolsable del Jtp6rt. Ante esta propuesta

japonesa, la parte cubana solicit6 nuevamente a la parte japonesa acortar el tiempo de

implementaci6n del Proyecto.

c. Con el fin de acortar a lo rn6ximo el tiempo que necesita para la preparaci6n sobre la

implementaci6n del Proyecto, la Misi6n present6 a la parte cubana el oronograma tentativo

que indica la estimaci6n mis corta de tiompo hasta la llegada de los equipos como se indica

en elAnexo l.
d. Con respecto a los temas mencionados en los apartados b. y c. arriba, ambas partes

acordaron contirtuar trabajando para encontrar la soluci6n.

e. Al realizar el proceso de contrataci6n los proveedores que se le asigne la contrataci6n de los

equipos se negociarf con ellos el envio inmediato de los equipos que estdn fabricados.

1-2. Tras las discusiones sostenidas, ambas partes confirmaron que el contenido definitivo de la

>{c



solicitud de la cooperaqi6n sen{ lo que se describe en el Anexo 2- En el proceso de la

confumaci6n del contenido de la solicitud, tambidn se han aclarado los puntos siguientes:

s. Con respecto a la solicitud relacionada a la digitalizaci6n por CR y FPD de los equipos de

Rayos X y mamogafia, los hospitales listados abajo cuyo efecto del Proyecto por la

digitali i6n de los equipos no se puede esporar seriin objeto del reemplazo de los equipos

existentes por los nueves.

Thbla 1: Los equipos que necesitan el reemplazo por los equipos nuevos

b. Entre los equipos de anatomia patol6gica, los equipos relacionados a necropsia (mesa de

morgue, set de necropsias, pesas colgantes de morgue) y hornos de microondas no serftl

incluidos en [a lista de los equipos a suministrar por ser baja la prioridad dentro del

alegorismo de atenci6n al ci{ncer que esli formado por el pesquisaje, la detecci6n temprana

y el hatamiento temprano

Hospital Marca / Modelo
Aflo de

fabricaci6n

Aflo de
suspensi6n

de
fabricaci6n

ARo de
suspensi6n

de
suministro
de oiezas

Equipo de

Rayos X

Hospital Ped o

William Soler
ShimadzuUDl50L-30E 2003 2006 2013

Hospital Interprov.

Pedi6trico Jos6 L.

Miranda

Toshiba KXO-32S 2000 20t5 2025

Hospital Juan Bruno

Sayas
ShimadanUDl50L-30E 2006 2006 2013

Hospital Pedi6trico

Juan Manuel

M6rquoz

ShimadzuUDlS0L-30E 2005 2006 20t3

Hospital Clinico

Quirurgico Lucia

Ifiiguez Landini

ToshibaKXO-32R 2005 2006 2016

Hospital Pedi6trico

Sur la Colonia
Toshiba KXO-32S 2001 2015 2025

Equipo de

mamografla

Hospital Enrique

Cabrera
ToshibaMGUI00D 2001 2008 201 8

Hospital Salvador

Allende
Tbshiba MGUI00D 2000 2008 2018

Hospital Vladimir

Ilich Lenin
ToshibaMGUI00D 2002 2008 2018
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Con respecto al laparoscopio y brmcoscopio que sop equipos solicitados por la parte

cubana en el segundo esfudio de campo, estos instrumentos ser6n adoptados en el contenido

definitivo de solicitud considerando las variables como nflmero de operaci6n quirfrgica, el

estado actual del equipamignto existente y el nivel tecnol6gico.

Con el fin de faoilitar las actividades de mantenimiento dol departamento de

electromedicina en los hospitales donde se instalan los equipos solicitados, se agregaritn en

el contenido definitivo de solicitud el set de herramientas para instalaci6n y la computadora

personal.

1-3. Asesoramiento de Administraci6n

Con el fin de ase la operaci6n y el mantenimietrto sostenible de las instalaciones y los

equipos suminisffados, se ejecutani el asesoramiento de administraci6n (en adelante, referido

como la asistencia tdcnica) denho del marco del Proyecto. Los objetivos de la asistencia tdcnica

que se prevd ejecutar en el Proyecto son los siguiontes:

' Para que las actividades de mantenirtriento ordinario sean realuadas por el personal de

salud

' Para que las actividades de mantenimiento peti6dico sean realizadas por los irrgenieros y

t6cnicos de elechomedicina

A travds de cumplir con estos objetivos, se espera el mejoramiento de la capacidad de

adrninistraci6n y mantenimiento de los equipos mddicos de los hospitales objeto del Proyecto.

La parte cubana se comprometi6 a asignar el personal de contraparte calificado y apropiado para

la ejecuci6n de la asistencia t6cnica.

l-4. Contrato de ntantenimiento preventivo

Con respecto a los equipos m6dicos descritos a continuaci6n que son caros y tienen la

probabilidad de causar serios daflos en el desarrollo de trabajo clinico cuando sufren averia y

paran su funcionamientq la Misi6n confirm6 aon la parte cubana estudiar la posibilidad de

concluir un contrato de mantpnimiento preventivo durante 3 afios con el fin de asegurar la

continuidad de prestaci6n de servicios mddicos con calidad. Los equipos objeto del contrato y su

contenido supuestos por el momento gon siguientes.

a. Equipos objeto del contrato: Digitalizador CR, Equipo de Rayos X (equipo reemplazado),

Equipo de mamografia (equipo reemplazado), Gastroscopio/Colonoscopio (incluyendo

broncoscopio), etc.

b. Contenido del contrato (varia segrin los equipos)

' Inspecci6n peri6dica (una vez al aflo, envio de espeoialista t6cnico de fabricante)

' Suministro peri6dico de las piezas de recambio

' Capacitaci6n de los ingenieros y t6cnicos cubanos en Jap6n

l-5. Despuds de que la Misi6n retoffiara a Jap6n, JICA examinani la pertinencia del contenido de la

solicitud e informar6 al Gobiemo de Jap6n str resultado. La configuraci6n definitiva del

contenido del Proyecto de Cooperaci6n Financisra No Reembolsable, incluyendo la asignaci6n

d.
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del presupuesto, se finalizart por Ia decisi6n del Gobierno de Jap6n.

2. Responsabilidades asumidas por ambas partes

Antbas partes confrrmaron las responsabilidades que se describen en el Anexo 3.Laparte cubana

asegur6 encargarse de coordinar y tomar las medidas necesarias incluyendo la asignaci6n del

presupuesto que constituye la condici6n preliminar para dar inicio al Proyecto. Los articulos

descritos en el Artexo 3 serfn definidos en el cuarto estudio preparatorio y podr6n ser actualizados

en el Diseflo Detallado y finalmente adjuntados al documento de acuerdo (Acuerdo de Donaci6n).

3. Evaluaci6n Ex-Post

JICA conducini la evaluaci6n Ex-Post cuando trascurran tres aflos despu6s de lafrnalizaci6n del

Proyecto utilizando los siguientes cinco criterios (pertinenci4 efectividad eficiencia,

sostenibilidad, impacto) y los resultados de la evaluaci6n ser6n publicados. La parte gubana

proporcionard la asistencia necesaria para ejecutar la evaluaci6n.

4. Otros temas discutidos

4-1. Creaci6n del Comitd de Direcci6n del Proyecto

Con la finalidad de implementar sin confiatiempo el suministro de los equipos a los

establecimientos m6dicos objeto del Proyecto y dar el mantenimiento preventivo, ambas partes

confirmaron que antes del anuncio priblico de licitaci6n debe encontrar frnalizada la creaci6n del

Comitd de Direcci6n del Ptoyecto integrado por los directores generales de 72 Direcciones

Provinciales de Salud f Gtupo Empresarial de Atenci6n a la Salud Priblica (ENSUME,

MEDICUBA, CNE) con el liderazgo de la Direcci6n de Asistencia Mddica y Social del

MINSAP.

4-2. Openci6n y mantenimiento de los equipos suministrados por el Proyecto

La Misi6n recalc6 la importancia de operar y dar el mantenimiento oportuno a los equipos

objeto de la cooperaci6n, considerando que una buena gesti6n de los bienes apda a prolongar la

vida ftil de los equipos y reducir los costos de mantenimiento. La parte cubana se comprometi6

a asignar el presupuesto y el personal necesario de forma continua para dar el mantenimiento

adecuado a los equipos que se suministran por el Proyecto despu6s de su entrega a los

establecimientos m6dicos obj eto del Proyecto.

4-3. Tiempo requerido para las gestiones de gxoneraci6n de impuestos y los tr6mites aduaneros

Las gestiones para la exonefaci6n de impuestos de los equipos suminishados se emprenderr{n

bajo la responsabilidad de la parte cubana sin conhatiempo durante el periodo entre el envio de

M.o



los documentos de embarque desdq Jap6n y la llegada de equlpos a Cuba. Lh parte cubana

a$egur6 la realizaci6n de tnirnites aduaneros de 1os equipos bajo sr responsabiliddd que se prev6

finalizar sin tardar m6s de 15 dias.

44. Firma de Nota T6crtica

Los miembros de la empresa consultora permanecentn en Cuba hash el 4 de febrero de 20ft y

realiearrin las tareas como establecer los indicadores cuantitativos y cualitativos (tentativos) que

sirven para evaluar la pertinencia y la efectividad del Proyecto (incluyertdo el lineamierito de

anrilisis), investigar el sistema de prestaci6n dE los servioios de atenci6n al c6ncer, identificar el

estbdo actual y los problemas (incluyendo problema relaoionado a la desigualdad regional de los

seryicios ) y analizrr los costos de mantenimiento que la parte cubana deber6 asumir en ef futuro.

Los resultados de estas tareas ser:in redactados en la Nota T6cnica que se firmarf el 3 de fqbrero

de 2016 (fecha tentativ4).

Anexo 1: Cronograma tentativohasta la llegada de los equipos a Cuba

Anexo 2: Contenido definitivo de solicitud

Anoxo 3: Medidas necesarias a sertomadas pol el gobierno cubaflo

FIN
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tr.

1.

Proyecto de Cooperaci6n Tdcnica

Con base en los rezultados del tercer estudio preparatofio, JICA enviard la cuarta misi6n para

marzo de 2016. En esa ocasi6n, se elaborarf el Plan Detallado del Proyectd que flia distintas

variables oomo objetivo, insumo, actividad y alcance, etc. del Proyecto de Coopdraci6n Tdcnica

tomando como la base el llneamiento de mejorar la capacidad de administraci6n y mantenirniento

de los equlpos suininistrados por el Proyecto de Cooperaci6n Financiera No Reembolsable como

sd nrenoiotr6 en el apartado I.

Entre las actividades programadas en el Proyecto, el mejoramiento tanto del mantenimiento

(reparaci6n/inspecci6n) como la gesti6n administrativa (regisho de mantpnimiento, contrbl do

inventario, adquisici6n de piezas y he.rramientas) serrin atendidos ddntro del marco de la
Cooperaci6n FinanciEra No Reembolsable. Por otra parte, continuaf6 esfudiando la configuraci6n

del lineamiento para los equipos que requieren los conocimientos ylo latecnica especiales para el

r4antonimiento y la reparaci5n, etc. y los equipos que puedan aausar daffos en el diagnristica,

tratamiento y prevenci6n, las actividades de fortalecimiento de la capacidad de rnantenimiento

principalmente enfocadas en la calibraci6n se prev6fi ser atendidas denho del marco del Proyecto

de Cooperaci6n Tdcnica.

2.

FIN
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ANEXO 2

-j I { Num de solicitud final

!

N

3

E

X

.) o

P-

L

r

6:

-

=.

z

2
?

o

3

+

o !

fi

!
@

@
oo

'dD
:m

s

ao

o

o

Instituto Nacional de Oncologia (INOR)

o o U
Instituto Neurologia y Neurocirugia

o Centro Nacional de Cirusia de Minimo Acceso

Hospital Frank Pais

! Hospital Hermanos Ameijeiras

! Hospital Calixto Garcia

! o Hospital Enrique Cabrera

Hosoital Salvador Al lende

o Hospital Manuel Fajardo

o Hospital Miguel Enriquez

o Hospital Pedi6trico Juan Manuel Marquez

o o Hosoital Pediatrico William Soler

o ! Hosoital Abel Santamaria

HosDital Amaldo Mill6n Castro

o Hospital Interprovincial Pediiitrico Jos6 Miranda

Hospital Clinico Quirugico Dr Gustavo Aldereguia Lima

o Hosoital Manuel Ascunce Domenech

{ Hospital Pediiitrico Eduardo Agramonte

o Hospital Lucia Iniguez Landini

!
Hosoital Vladimir Iliich Lenin
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Anexo 3
Medidas Necesarias a ser Tomadas por el Gobierno Receptor

L Antes de la Licitaci6n.

NO items Fecha Limite Encargado Costo Ref.

Abrh la cuenta bancaria (Arcglo Bancario (A/B) )entro del period(

te t mes despu€r

le A/P

BFI
Segtin sea

necesano

(A/B: Arreglo Bancario)

2. Durante la lmplementaci6n del Proyecto

NO Items Fecha Limite Encargado Costo Ref

1 iufragar las siguientes comisidnes al banco japon6s por los servicios bancarioq

rasados en el A,/B

) Comisi6n de Aviso de A/P Dentro del periodo

de 1 mes despu6s

de la firma de

contrato

MINSAP
Seg(n sea

necesario

!) C0misi6n de Pago por A/P Cada Pago
MINSAP

SegUn sea

ne€sario

\segu€r el prontp dsssmbarque y despacho aduanero en el puerto de desembarque

)n el pais recepter

l) Exoneraci6n de impuestos y despdcho aduanero de los productos en e[ puerto de

lesembarque
Durante el

Proyecto

Medi Cuba

Seg(n sea

necesano

2.6Vodel

cost'o de

los

eourods

l) Transporte interno desde el puerto de desembarque hasta el sitio del Proyecto. Durante el

Proyecto

ENSUME

Seg0n sea

necesario

17% dal

costo de

los

eouroos

l) Seguro Bara el traslado nacional, desde el puerto cle desembarque hasta el siti(

lel proyecto.
Durante el

Proyecto

Esicuba

Segfn sea

necesario

0.35%

lel costo

de los

eouiDos

3 )torgar a los nacionales japoneses y/o las personas fisicas de terceros paise6, cuyol

;ervicios sean requeridos en relaci6n con el suministro de los prgductos y qervicios

:onforme al contrato verificado, las fscilidacles necesarias para su ingreso y estaelJa

rn el peis receptor pard el desempefio de sus funciones

Durante el

Proyecto

MINSAP

+

MINCEX

Seg[n sea

necesario

4 \segufar que los pagos de dcredhos aduaneros, irnpuestos inlernos y otras cargas

iscales que s6 impongan en el pafs receptor con respecdo a le adquisici6n de los

)roduc,tos y/o los servicios sean eximidos

Durante el

Proyecto

Medi Cuba
Segfn sea

necesaflo

5 Suftagar todos los ga necesarios, excepto aquellos cubiertos por la Donaci6n,

rara la modifiCacl6n de facilidades para la instalaci6n de los eouioos

Durante el
Proveclo

Eleclro

medicina

Seg0n sea

necegario

6 troveer el espacio para la conseNaci6n temporal de los equhos Antes de la llegade

de los eouipos

Hospital Seg0n sea

necesario

7 )espejar el espacio para la instalaci6n del equipo. {ntes de la lleQada

de los equipos

Hospital +

Electro

medicina

Segun see

necesaflo

8 )roveer las facilidades para la distribuci6n de electricidad, aire acondicionado,

;uministro de agua, drenaje y otras facilidades adieionales

\ntes de la llegada

de los equipos

Hospital +

Elec'tro

medicina

Segtn see

necesano

(A/B: Arreglo Bancario. A,/P: Autorizaci6n del Pago)

\c,



3. Despu6sdel Froy o
NO Ref.

1 fantenbr el uso apropiada y eficaz de los equipqs suminlstBdos bajo la Donaci6ir

l') A6ignaei6n de pGsupueEto para el mantenim'rento.

l) Estrudure de la operaci6n y el tenimhnto.

t) chbqgeo njtinefia /ln$pecclon perlddlca.

t) Cor{rato con oarbs extsnas

Despues tle la

t€rminacidn de la

construcd6n,

Hospital

$lecilto
SegUn sea

neceserig

Vo
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協議議事録 

全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画 
医療機材保守管理能力強化プロジェクト 

協力準備調査Ⅲ 
 
 

 キューバ共和国政府（以下、「キューバ」と称す）の要請に対し、日本政府は無償資金協

力プロジェクト「全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画」（以

下、「無償資金協力プロジェクト」と称す）と技術協力プロジェクト「医療機材保守管理能

力強化プロジェクト」（以下、「技術協力プロジェクト」と称す）の協力準備調査Ⅲを行うこ

とを決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」と称す）に委託した。 
 

JICA は資金協力業務部・大久保久俊を団長とする準備調査団（以下、「調査団」と称す）

を 2016 年 1 月 24 日から 1 月 30 日までキューバに派遣することにした。 
 

 調査団は、キューバ滞在中に関係当局との協議を実施した。 

 
これらの協議議事録と現地調査を踏まえ、双方は付属文書および別添に記載する主要事項

について確認した。 
 

ハバナ、2016 年 1 月 29 日 
 
 

 
 
                                
大久保 久俊 
団長 
協力準備調査団 
国際協力機構 
日本 

 
 
                                  
 
 
保健省 
キューバ共和国 

     
 
 

 
 
 



附属文書 

 

Ⅰ 無償資金協力プロジェクトについて 

これまで２度に亘る現地調査で合意した協議議事録（2015年 9月 23日、2015年 11月 6

日）の内容に関して再度確認を行った。加えて今般、日本側による国内解析の結果を踏まえ、

双方で追加確認をした内容は以下の通り。 

 

1. キューバ政府からの無償資金協力プロジェクトに関する要請内容 

1-1. 無償資金協力の実施スケジュールおよび予算措置について 

a. プロジェクトの実施工程について両者で協議を行い、日本側は 2016年度以降の

閣議請議後、入札まで 5，6 か月、機材到着は 2017 年半ばとなる現時点におけ

るスケジュールの見通しであることを述べた。それに対してキューバ側は、キ

ューバ側の負担費用に関する確保も既に 2015年度に終えており、同予算の再度

の繰越手続きも終え、更には同費用の再度の繰越、あるいは 2017年度に新規の

同予算確保の困難さを鑑み、現時点でのスケジュールでは非常に遅すぎるため、

2016年 11月に納品を完了させる必要があると主張した。 

b. キューバ側による上記 a.の申し入れを受けて日本側は、工期を短縮する努力は

するものの、既に述べた先のスケジュールは日本の無償資金協力ガイドライン

に則った適正な制度であることを再度、調査団は説明した。加えて、キューバ

側で確保済みの予算についても繰越など、または 2017年度として新たな予算措

置に関する内部調整の実施を依頼した。それに対してキューバ側は、関係当局

との調整を続けるものの、工程の短縮について重ねて日本側へ申し入れを行っ

た。 

c. 調査団は、プロジェクト実施のための準備に要する時間の短縮を目指しつつ、

想定できる最速な工程として、キューバに機材が到着するまでの暫定的な工程

を別添１．としてキューバ側へ提示した。 

d. 上記 b.と c.に関し、引き続き検討を行うことを双方で確認した。 

 

1-2. 協議の結果、キューバ側の最終要請内容は別添２．の通りであることを調査団とキ

ューバ側は確認した。この確認に際し、要請内容を以下のように整理した。 

a. 一般X線撮影装置と乳房撮影装置のデジタル化に向けたCRとFPDの要請に対し、

供与による事業効果が期待できないと判断された以下の施設は、現有装置から

新規装置への置き換えを行う。 

 

表 1．新規機材への置き換えが必要な機材 

 

病院名 
メーカー、型

式 
年式 

製造停

止年 

部品供

給停止

年 



一般 X線 

撮影装置 

ウィリアム・ソレル小児病院 
島津

UD150L-30E 
2003 2006 2013 

ホセ・ミランダ県連携小児病院 東芝 KXO-32S 2000 2015 2025 

ファン・ブルノ・サヤス病院 
島津

UD150L-30E 
2006 2006 2013 

ファン・マヌエル・マルケス小児病

院 

島津

UD150L-30E 
2005 2006 2013 

ルシア・イニゲス・ランディニ病院 東芝 KXO-32R 2005 2006 2016 

スール・ラ・コロナ小児病院 東芝 KXO-32S 2001 2015 2025 

乳房撮影

装置 

エンリケ・カブレラ病院 東芝 MGU100D 2002 2008 2018 

サルバドール・アジェンデ病院 東芝 MGU100D 2000 2008 2018 

ウラジミール・イリイチ・レーニン

病院 
東芝 MGU100D 2002 2008 2018 

 

b. 病理関連機材のうち、病理解剖機材（霊安室テーブル、剖検セット、吊り分銅

（霊安室用））、電子レンジについては、がん診療アルゴリズムに沿ったスクリ

ーニング、早期診断・治療の中でも優先度が低いため要請機材に含めない。 

c. 協力準備調査Ⅱにてキューバ側が要請した腹腔鏡、気管支鏡について、要請施

設での施術件数、既存機材の状況、技術水準などを勘案した上、最終要請内容

とする。 

d. 調達機材が設置される施設の医療機器維持管理部で、保守管理活動が円滑に行

われるための工具セットとパーソナルコンピュータを、最終要請内容に含める。 

 

1-3. ソフトコンポーネント 

供与される医療機材に対する安定した運営・維持管理を考慮し、ソフトコンポーネン

トが本プロジェクトの中で提供される予定である。本事業で実施が予定されているソフ

トコンポーネントの目的は以下の通りである。 

 保健人材により日常的な保守管理活動が行われること 

 医療機器維持管理部の技術者により定期的な保守管理活動が行われること 

 医療施設内の資機材調達部門、予算管理部門により医療機材のデータ管理が行

われること 

以上の目的が達成されることで、対象施設の医療機器に関する維持管理能力の向上が

期待される。そこでキューバ側は、同計画の実現に向けて適任かつ適切な C/Ps を配置

することを確約した。 

 

1-4. 保守附帯契約 

供与される医療機材のうち、高額に加え、機能が停止した際に臨床現場で著しく影響

を及ぼす可能性のある以下の機材に対し、質の確保されたサービスの継続的な提供を考



慮し、３年間に亘り保守契約の付帯を付保するための検討を行うことをキューバ側と確

認した。現時点で想定される対象機材と契約内容は以下の通りである。 

 

a. 対象機材 

CR 読み取り装置、一般 X 線撮影装置（本体置き換え分）、乳房撮影装置（本体置

き換え分）、上部・下部内視鏡（気管鏡含む）など 

b. 契約内容(対象機材により異なる) 

 定期点検（１回/年、メーカー技術者の派遣） 

 定期交換部品の供与 

 キューバ人技術者の日本での研修 

 

1-5. 調査団帰国後に JICAは、その内容について妥当性を検証し、その結果を日本国政府

に報告する予定である。なお無償資金協力プロジェクトの最終的な内容は、予算措

置等も含めて日本国政府により決定される。 

 

2. 双方負担事項 

別添３．に記される負担事項を、双方で確認した。プロジェクト実施の前提条件となる必

要な予算配分を含む措置と調整を行うことを、キューバ側は確約した。別添３．の項目は、

協力準備調査Ⅳ調査団の段階で確定し、詳細設計の実施中に更新されるものが、最終的に合

意文書（Grant Agreement）に添付される。 

 

3. 事後評価 

本プロジェクト完了から 3年後に 5項目（妥当性・有効性・効率性・持続性・インパクト）

を用いて、JICAが事後評価を行い、同結果は公表される。キューバ側は、必要に応じて同

評価の実施のための支援を行う。 

 

4. その他協議事項  

4-1 プロジェクト運営委員会の設置について 

協力対象施設の機材調達と予防保全を円滑に進めるため、保健省・医療サービス福祉局を

中心とした、12県保健局長、公衆衛生サービス公社グループ（ENSUME、MEDICUBA、CNE）か

ら構成される「プロジェクト運営委員会」の設立を入札公示前までに完成することを双方で

確認した。 

 

4-2 調達機材の運営・維持管理について 

調査団は、適切な資産管理が、調達機材の耐用年数の延伸と維持管理費用に影響する点を

踏まえ、プロジェクトの協力対象機材の運営・維持管理の重要性を説明した。キューバ側は

本計画により調達される機材に対し、適切な維持管理を行うために引き渡し後、継続的に予

算・人材の確保をすることを確約した。 



 

4-3 免税措置および通関に要する期間について 

 調達される機材の免税措置に関しては、日本側より船積み書類をキューバ側に送付した後、

機材がキューバに到着するまでにキューバ側の責任で遅延なく実施する。到着した機材の通

関手続きはキューバ側が実施し、15日以内で完了することをキューバ側は確認した。 

 

4-4 技術的覚書の締結について 

コンサルタント団員は、2016 年 2 月 4 日までキューバで引き続き調査を行う。コンサル

タント団員は、本事業の妥当性と有効性の裏付けとなる定量的・定性的な指標案の設定（検

討方針を含む）、がん診療サービスの実施体制、及び現状と課題（サービス水準の地域格差

を含む）の整理、将来的にキューバ側が必要となる維持管理費用の検証等を行い、以上の内

容を技術的覚書にとりまとめ、2月 3日（暫定）にキューバ側と署名する。 

 

 

以上 
 

別添１．キューバに機材が到着するまでの暫定的な工程 
別添２．最終要請内容 
別添３．両国政府による負担事項



Ⅱ 技術協力プロジェクト 

1. 協力準備調査Ⅲの結果を踏まえて JICAは、協力準備調査Ⅳ調査団を 2016年 3月に派遣

する。その際、上記Ⅰのとおり、無償資金協力プロジェクトで支援する医療機材の維持

管理能力の向上を基本方針とし、技術協力プロジェクトの目標の設定、投入、活動及び

規模など案件の詳細計画を行う。 

2. 本要請のうち、「保守管理（修理・点検活動）」、「経営管理（保守管理記録、在庫管理、

部品・工具調達）」の強化は、無償資金協力プロジェクトの枠組みの中で対応する。他

方、保守点検、修理その他の管理に専門的な知識及び技能を必要とする、適正な管理が

行われなければ疾病の診断、治療又は予防に重大な影響を与えるおそれがある医療機材

に対し、保守管理の中でも校正に焦点をあてた能力向上の活動は、技術協力プロジェク

トの中で対応する。 

 

以上 



機材キューバ到着までのスケジュール案

通算月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

カレンダー年

カレンダー月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

閣議承認

E/N, G/A

コンサルタント契約

入札関連業務

公示

入札

業者契約

機器製造

海上輸送

港到着

2016 2017

別
添

１



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

最終要請番
号 項⽬（医⽤画像システムのデジタル化関連機材）
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ミ
リ
ア
ン
・
カ
ス
ト
ロ
病
院

ホ
セ
・
ミ
ラ
ン
ダ
県
連
携
⼩
児
病
院

ド
ク
ト
ル
・
グ
ス
タ
ボ
・
リ
マ
外
科
病
院

マ
ヌ
エ
ル
・
ド
メ
ネ
チ
県
外
科
病
院

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ア
グ
ラ
モ
ン
テ
⼩
児
病
院

ル
シ
ア
・
イ
ニ
ゲ
ス
・
ラ
ン
デ
ィ
⼆
病
院

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
イ
リ
イ
チ
・
レ
ー
ニ
ン
病
院

オ
ク
タ
ヴ
ィ
オ
・
デ
・
ラ
・
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
・

イ
・
デ
ラ
・
ペ
ド
ラ
ハ
県
⼩
児
病
院

サ
ト
ゥ
ル
ニ
ノ
・
ロ
ラ
県
病
院

フ
ァ
ン
・
ブ
ル
ノ
・
サ
ヤ
ス
病
院

ス
ー
ル
・
ラ
・
コ
ロ
ナ
⼩
児
病
院

合
計
数
量

D-1 FPDシステム 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 15

D-2 CRシステム 0 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 17

D-3 CRシステム（マンモグラフィー用） 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 7

D-4 データサーバー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

D-5 評価用ステーション（3メガピクセルのモニター含む） 0 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 18

D-6 評価用ステーション（5メガピクセルのモニター含む） 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 7

D-7 ディスプレイ・ステーション 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 72

D-8 パーソナルコンピューター 7 6 6 7 7 7 7 7 9 7 6 6 7 7 6 7 7 7 6 7 6 7 6 5 160

D-9 ⼀般X線撮影装置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 6

D-10 乳房撮影装置 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

T-1 ⼯具セット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

T-2 パーソナルコンピューター(維持管理⽤) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

別
添
2



10 11 13 20 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

最終要請番号
項⽬

（病理検査関連機材）

ミ
ゲ
ル
・
エ
ン
リ
ケ
ス
病
院

フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル

ケ
ス
⼩
児
病
院

ア
ベ
ル
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
病

院

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
イ
リ
イ

チ
・
レ
ー
ニ
ン
病
院

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ネ
ト

病
院

セ
リ
ア
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
マ

ン
ド
ゥ
レ
イ
病
院

カ
ル
ロ
ス
・
マ
ヌ
エ
ル
・
セ

ス
ペ
デ
ス
病
院

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ゲ
バ
ラ
・

デ
・
ラ
・
セ
マ
病
院

シ
ロ
・
レ
ド
ン
ド
病
院

ホ
ア
キ
ン
・
ア
ル
バ
ラ
ン
総

合
病
院

ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ア
ス
⺟
⼦

病
院

コ
ロ
ン
病
院

カ
ル
デ
ナ
ス
病
院

セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
エ
ル
ナ

ン
デ
ス
・
ロ
バ
ウ
病
院

合計数量

P-1 科学天秤(320gまで) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-2 天秤（1000gまで） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-3 フリーザー（20度） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-4 pHメーター 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 28
P-5 デジタルカメラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-6 科学天秤（5kgまで） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-7 タイマー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-8 双眼顕微鏡 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 84
P-9 三眼顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-10 カメラ付き教育⽤五眼顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-11 蛍光顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-12 染⾊装置 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-13 マグネチックスターラー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-14 縦型ミクロトーム 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-15 ウォーターバス 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-16 ティッシュプロセッサー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-17 ⾃動包埋装置 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-18 クライオスタット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
P-19 細胞遠⼼分離機 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
T-1 ⼯具セット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
T-2 パーソナルコンピューター(維持管 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

別
添
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10 14 16 17 19 23

最終要請番号 項⽬（低侵襲治療関連機材）

ミ
ゲ
ル
・
エ
ン
リ
ケ
ス
病
院

ア
ル
ナ
ル
ド
・
ミ
リ
ア
ン
・
カ
ス
ト
ロ
病

院

ド
ク
ト
ル
・
グ
ス
タ
ボ
・
リ
マ
外
科
病
院

マ
ヌ
エ
ル
・
ド
メ
ネ
チ
県
外
科
病
院

ル
シ
ア
・
イ
ニ
ゲ
ス
・
ラ
ン
デ
ィ
⼆
病
院

フ
ァ
ン
・
ブ
ル
ノ
・
サ
ヤ
ス
病
院

合計
数量

E-1 上下部消化管⽤内視鏡システム 1 1 1 1 1 1 6
E-2 腹腔鏡システム 1 1 1 1 1 1 6
E-3 気管⽀鏡システム 1 1 1 1 0 1 5
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  添付 ３ 

先方負担事項 
1. 入札前 

番号 項目 期限 担当機関 
費用 

（CUC） 
備考 

1 銀行開設（銀行間取極）(B/A)) G/A締結後 
一ヶ月以内 

BFI 
必要に応じ - 

(B/A: Banking Arrangement) (G/A: Grant Agreement) 

 

2. プロジェクト期間 

番号 項目 
期限 担当機関 費用 

（CUC） 

備考 

1 銀行間取極(B/A)に基づく、日本の銀行に対し以下の銀行取引業務のための手数料の

負担 
   

 

 1) 支払い授権書(A/P)発行手数料 業者契約後 

１ヶ月以内 
保健省 必要に応じ - 

 2) 支払い授権書(A/P)に基づく支払い手数料 支払い毎 保健省 必要に応じ - 

2 荷揚げ港に於ける迅速な荷下ろしと通関業務の保証 
 

    

 1) 荷揚げ港に於ける貨物の免税措置と通関業務 プロジェクト期間 Medi Cuba 
必要に応じ 

機材費の

2.6%  

 2) 荷揚げ港からプロジェクトサイトまでの内陸輸送 プロジェクト期間 ENSUME 
必要に応じ 

機材費の

17%  
3) 荷揚げ港からプロジェクトサイトまでの内陸輸送保険 プロジェクト期間 Esicuba 

必要に応じ 
機材費の

0.35% 

3 認証された機材調達契約に係る業務の実施のために、日本人及び、または第三国人が

キューバ国に入国し、滞在することに対する許可。 
プロジェクト期間 保健省 

+ 
MINCEX 

必要に応じ - 

4 財物の購入に際し受益国において課せられる関税、内国税その他課税の免除。 プロジェクト期間 Medi Cuba 
必要に応じ  

5 無償資金協力により負担される以外の、機材の設置に必要な施設の改修費等全ての費

用の負担。 
プロジェクト期間 病院維持管

理部 
必要に応じ - 

6 機材一時保管場所の提供 機材の到着前まで 病院 必要に応じ - 

7 機材を設置する部屋の準備 機材の到着前まで 病院及び 

病院維持管

理部 

必要に応じ 

- 

8 電気、空調、給水、排水等の施設・設備準備 
 
 

機材の到着前まで 病院及び 

病院維持管

理部 

必要に応じ 
- 

(B/A: Banking Arrangement 銀行間取極 A/P: Authorization to pay 支払い授権書) 
 

3. プロジェクト実施後 

番号 項目 期限 担当機関 費用 

(CUC) 

項目 

1 無償資金協力より供与された機器の適切な使用と活用。 
1) 維持管理費用の確保 
2) 運用・維持の体制 
3) 日常・定期点検 
4) 外部との契約 

プロジェクト 

実施後 

病院及び 

維持管理部 

必要に応じ 

- 

(B/A: Banking Arrangement 銀行間取極 A/P: Authorization to pay 支払い授権書) 

 



テクニカルノート 

全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画 

医療機材保守管理能力強化プロジェクト 

協力準備調査Ⅲ 

 

キューバ側とコンサルタント団員は、協力準備調査Ⅲの協議議事録 4-4 に記

された事項につき、以下の通り取り纏めた。キューバ側およびコンサルタント

団員はその内容を確認した。 

 

１．成果の指標 

１－１．指標設定の方針 

 本プロジェクトで期待される成果の指標設定について、キューバ側とコンサ

ルタント団員は以下の通り方針を整理し、双方合意した。 

 

・キューバにおける、本プロジェクトの目標達成度合いが測れること。 

・機材が調達される対象病院にて、がん診療サービスの向上度合いが測れるこ

と。 

・定量的効果のうち運用指標に関しては、調達される機材の使用を通じて現れ

る成果が測れること。 

・定量的効果のうち効果指標に関しては、本プロジェクトの効果発現状況が測

れること。 

 

１－２．指標の設定 

上記指標設定の方針に基づき、キューバ側とコンサルタント団員は以下の指

標を設定し、双方合意した。 

[定量的効果] 

 運用指標 

1. 対象病院における一般 X線撮影枚数 

2. 対象病院におけるマンモグラフィー撮影枚数 

3. 対象病院における上・下部内視鏡検査数 

4. 対象病院における腹腔鏡下手術件数 

5. 対象病院における生検検査件数 

 効果指標 

kaigai
タイプライターテキスト
テクニカルノート



6. キューバにおける乳がんの早期発見率（ステージⅠおよびⅡ） 

7. キューバにおける大腸がんの早期発見率（ステージⅠおよびⅡ） 

 

[定性的効果] 

1. 患者満足度の向上について 

キューバ全体、特に東部地域のがん医療サービスネットワークの拠点

施設の医療機材の強化を中心的に行うことで住民は、遠方の病院まで

行く必要がなく、医療サービスへのアクセスが改善し、且つ低侵襲手

術の実現により、診断・治療にかかる時間が大幅に短縮される。その

結果、患者や家族の負荷が軽減され、患者満足度が向上する。 

 

2. 医療従事者のサービスの質の向上について 

がん医療サービスネットワークの拠点施設の医療機材に関する医療機

材の更新・設置により、病院環境が改善されることで、より迅速かつ

円滑な検査・診断・治療ができるようになり、医療従事者が提供する

サービスの質が向上する。 

 

3. がん医療サービス体制の強化について 

「保健サービスの地域化」および「がん医療サービス体制の強化」は、

「党と革命の経済社会政策指針」と「がん対策総合プログラム」の優

先課題である。本事業でがん医療サービスネットワークの拠点施設の

医療機材が整備されることで、地域のがん診療のサービス体制が強化

され、患者の生活の質の改善に寄与する。 

 

１－３．目標値の設定 

定量的指標の 2020年における目標値の設定について、以下の方針で算出する

ことを双方合意した。 

 

・本プロジェクトにおいて調達される機材による効率化（待ち時間の低減等）

を考慮する。 

・キューバにおける人口構造の変化（高齢化等）による疾病構造の変化（がん

罹患数の増加等）を考慮する。 

・目標値達成のための外部条件（本プロジェクト対象外の医療施設やキューバ

が実施しているプログラム等）を考慮する。 

 

目標値については、国内解析にて算出し、協力準備調査Ⅳにて、キューバ側



と協議・合意する。 

 

２．がん診療サービスについて 

２－１．がん診療サービスの実施体制 

 キューバは、以下の図の通り全国を 8 つのがん診療サービス管区に分割し、

診断、治療、フォローアップまでを実施している。 

 
図 1：キューバにおけるがん診療サービス管区 

出典：Programa de Cáncer. Organización de los Servicios Hospitalarios（2015

年 6月） 

 

また、各県にはがんプログラムのコーディネーターがひとりずつ配置されて

おり、主に以下の活動を行っている。 

 

• がん管理分野において、関係機関の長（病院、ポリクリニック、ファミリー

ドクター診療所、県保健局、市保健局など）への助言を行う。 

• リスク人口の 90％以上への確実なスクリーニングの履行を達成する。 

• 作業の基礎グループ（GBT）と一緒に、地域における 100%のがん患者の健康

状態を把握することを達成し、家庭訪問と診察を計画通り履行する。  

• プログラムの履行を難しくしている、地域における主要な阻害要因を特定し、

解決のためのアクションを提案する。 

• がん患者診療の質の評価に参加する。 

Región oriente sur

Región 
Camagüey

Región 
Centro

Matanzas
Región Pinar 

del Río: 

Región Habana Este

Región Habana Oeste

Hospital 
V.I. Lenin

Hospital 
Conrado Benítez

Hospital 
Madame Curié

Hospital 
Celestino Hdez

Hospital 
Hermanos Ameijeiras

INOR

Unidades/Hospital 
Abel Santamaria 

Unidades/Hospital 
José R López Tabranes.



• 上位 5部位のがん（肺、消化器、乳房、前立腺、子宮頸がん）に対する地域

でのがんによる死亡者のモニタリング、分析管理および協議を行う。 

• 保健状況分析に参加し、がん管理と関連する構造、プロセス、成果の指標の

評価を同分析に含める。 

• 地域で診断されたケースの 100%が「全国がん登録」報告されていることを

保証する。 

• 疫学的な視点から情報の分析を行う。 

• 人材育成を計画する人に対して、がんの管理と関係するテーマを重要するこ

とで、抽出された主要な問題に対応するように指導する。 

• 政治組織や、民衆、地方当局その他のセクターとともに、専門分野・部門間

の協力を振興し、体系化する 

 

さらに、各がん診療サービス管区においては、がん患者（乳がん、大腸がん、

肺がん）に対する診療アルゴリズムが別添 1に示す通り実施されている。 

 

２－２．がん診療サービスの現状と課題 

 キューバにおいて、がんは死亡原因の第一位となっており、罹患数も年々増

加している。特に、東部地域においては、本プロジェクトで重要部位とした乳

房（乳がん）、消化器（大腸がん）、呼吸器（肺がん）の罹患率が他地域と比較

し同等もしくは高くなっている。さらに、東部地域においては、医療機器を長

期間使用していること、山岳地帯も多く患者の医療サービスへのアクセスが困

難であること等が課題とされている。したがって、本プロジェクト実施によっ

て、地域間のがん診療サービスの平準化が期待される。 

 

３．調達された機材の維持管理について 

協力準備調査Ⅲの協議議事録 4-2 に記された事項につき、調達された機材に

必要なスペアパーツおよび消耗品についてキューバ側が確保すべき予算につい

ては、別添 2 の通り双方で整理・確認した。また、本プロジェクト完了後に想

定されていたメーカーとの契約による保守管理は、CNEが行える業務であるため、

特段の予算措置は必要ないことを双方確認した。  

 

４．技術協力プロジェクトについて 

 技術協力プロジェクトで要請された医療機材の校正について、校正が必要と

される医療機材は別添 3の通り双方で整理・確認した。 

 

別添 1：乳がん、大腸がん、肺がんの診療アルゴリズム 



別添 2：スペアパーツ・消耗品リスト 

別添 3：校正が必要な医療機材リスト 

 

 

ハバナ、2016年 2月 4日 

 

 

 

 

                                

中島 浩則 

業務主任/機材計画 1 

協力準備調査団 

アイテック株式会社 

 

 

                                  

 

 

保健省 

キューバ共和国 

 



ファミリードクター
診療所

３０歳以上の女
性

乳房の自己検診
臨床検査

陰性 疑いあり

市町村の乳
がん・乳腺
(mastology)

診療

陰性

疑いあり

診断と病院での治療に
向け、複数の専門科によ

る診察

陰性

50歳から64歳までの女
性 2年に一度のマンモ

グラフィー

乳がんの強
い疑い

乳がんの診療アルゴリズム

出典：Cuban National Health System (2012年5月)

別添１



無症状 症状あり リスク家系のグループ
(家族に大腸腺腫・ポリ
ポージスの既往歴あり)

結腸鏡5年おき

５０歳以上の住人に対
する調査提案

便内の潜血 (年一度) フ
レキシブルな注腸二重
撮像によるS字結腸・直
腸鏡もしくは結腸鏡(5年
おき)

陰性 罹患してい
る可能性
が高い患
者

地域病院へ

ホームドクターの診療所 (診察、家族への総合的な健
康診断)

大腸がんの診療アルゴリズム

出典：Cuban National Health System (2012年5月)



喫煙者
元喫煙者

全国保険システム喫煙習慣
調査と接触のある男性または
女性 受動喫煙者

はい > 40歳の場合、 1 2 3 4 5
を調査

X線画像診断APP

APF

3 環境汚染へ
の曝露

腫瘍と関連する呼吸器
症状、一般的症状、 腫

瘍随伴性及び転移の徴
候。

1

2

5

4

肺、頭、首、乳房の癌またはリンパ
腫、慢性閉塞性肺疾患、結核、肺
繊維症、元喫煙者、 気管支上皮の
細胞組織変化

第一線の肺がん

吸入物 (アスベスト、シリカ、ニッケ

ル、亜鉛、ヒ素、クロム、炭化水素、
多環芳香族、ベンゼン、煙草の煙) 
及びイオン化放射線。曝露時間を
明確にする。

喫煙者+1‐2‐3‐4‐5に記載の条件のいずれかに該当する
者については、正面X線、必要であれば側面X線及び痰
の細胞診を開始。

癌管理コーディネーター及び保健分野のGBTとのケー
ス協議

ケース (‐) 疑わしいケー
ス

6ヶ月おきのフォローアッ
プ: 既往症及び検診

地方化に応じて、複数の病院の専
門分野グループによる協議

診断とステージの
確認検査

ホームドクターとポリクリニックの癌
管理コーディネーターが参加する
ケースの再協議と治療の提案

肺がんの診療アルゴリズム

出典：Cuban National Health System (2012年5月)



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材
要請番号 計画機材名 計画番号 品目 USD/施設 備考

D-2 CRシステム 1 イメージプレート 2,000 *3年おき

D-9 放射線診断装置 1 X線管球 9,500 *5年おき

D-10 マンモグラフィ 1 X線管球 16,375 *5年おき

病理検査機材

要請番号 計画機材名 計画番号 品目 USD/施設 備考

P-4 pHメーター 2 標準液セット 75

スタンダードガラス、ｐHガラス電極 181

P-7 タイマー 1 電池 5

P-8 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26

P-9 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8

P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314

P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314

P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833

P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85

P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838

P-17 自動包埋装置 1 ケース 166

P-18 クライオスタット 1 冷凍組織切片作成用法埋材 365

ミクロトーム替え刃 89

冷凍切片作成用法埋皿（スタンダード） 367

冷凍切片作成用法埋皿（バイオプシー） 367

P-19 細胞遠心分離器 1 フィルター、チャンバー 833

添付2



低侵襲治療に必要な機材

要請番号 計画機材名 計画番号 品目 USD/施設 備考

E-1 上部下部消化管用内視鏡シ
ステム

1 キセノンランプ 1,244 *3年おき

E-2 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41

シース用シーリングキャップC 41

クリーニングブラシA 4

クリーニングブラシB 4

クリーニングブラシC 6

クリーニングブラシD 7

メンテナンスオイル 7

尿管・膀胱鏡用患者プレート (50pcs x10) 892

腹腔鏡用患者プレート (50pcs x15) 1,338

子宮鏡用患者プレート (50pcs x10) 892

E-3 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094

マウスピースセット 250

プリントパック 308

シリコンオイル 50

年間費用 10,790
3年目の費用 14,084
5年目の費用 39,959



添付 3

No. 使用対象医療機材 校正によって管理されるパラメータ

1 電気を使用する機材の漏れ電流、絶縁抵抗等のパラメータ 電気安全

2 電気を使用する機材の漏れ電流、絶縁抵抗等のパラメータ 電気安全

3 電気を使用する機材の漏れ電流、絶縁抵抗等のパラメータ 電気安全

4 非観血式血圧値の校正

5

6 Monitores P. F., Desfibriladores, Electrocardiógrafos 心電図、１ｍV校正信号、温度及び血圧の校正

7 患者生体モニター、除細動装置、心電計 心電図、１ｍV校正信号、温度及び血圧の校正

8 患者生体モニター、除細動装置、心電計 心電図、１ｍV校正信号、温度及び血圧の校正

9 電気刺激装置、臨床検査機器 電気信号やパラメータの波形の校正

10 麻酔器、気化器、麻酔ガスモニター 麻酔ガス（酸素と空気の混合）の校正

11 ラボラトリーや機器設置場所 機器動作環境の温度、湿度の校正

12 ラボラトリーや機器設置場所 機器動作環境の温度、湿度の校正

13 人工呼吸器 医療ガスの流量、圧力、体積との校正

14 輸液ポンプ及びシリンジポンプ 輸液液量の校正

15 温度、湿度、光度及び騒音 新生児保育器の各種パラメータの校正

16 放電エネルギー（ジュール）のレベル 除細動装置の放電出力、心電図波形及び電圧レベル等の校正

17 電気メスの放電エネルギー（ジュール）のレベル及び電気パラメータ メス先電流等のパラメータの校正

18 血圧モニタ、血圧計及び人工呼吸器の圧力 気動圧などの各種パラメータの校正

19 人工呼吸器及び麻酔器の校正のための容量 医療ガスの容量の校正

20 超音波治療器の出力信号の測定 超音波出力信号の校正

21 超音波治療器の出力信号の測定 超音波出力信号の校正

22 相対温度、湿度の測定 相対温度、湿度の測定

23 血圧計、血圧モニター、人工呼吸器及びコンプレッサー等の圧力 圧力の校正

24 各種電気信号 機材の電気信号の校正

25 各種電気信号 機材の電気信号の校正

26 温度の計測 温度の校正

27 温度の計測 温度の校正

28 保育器の雑音レベル（dB:デシベル) 新生児保育器の校正

29 遠心機の回転数 遠心機の回転数の校正

30 経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2) パルスオキシメータの校正

31 経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2) パルスオキシメータの校正

32 X線の線量 X線線量の校正

患者生体モニター



kaigai
タイプライターテキスト
４．討議議事録(第4次現地調査)

kaigai
タイプライターテキスト









































 
 

協議議事録 
キューバ共和国「全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画」 

「医療機材保守管理能力強化プロジェクト」 
準備調査（準備調査報告書案説明） 

 
独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」と称す）は、2015 年 9 月、11 月および 2016

年 2 月にキューバ共和国（以下、「キューバ」と称す）で実施した協議および現地調査を踏

まえ、技術的な国内解析を終えた後、無償資金協力プロジェクト「全国主要病院における医

療サービス向上のための医療機材整備計画」（以下、「無償資金協力プロジェクト」と称す）

と技術協力プロジェクト「医療機材保守管理能力強化プロジェクト」（以下、「技術協力プロ

ジェクト」と称す）の準備調査報告書案（以下、「報告書案」と称す）の準備を行った。 

 
報告書案の内容に関し、キューバ政府へ説明、そして協議を行うことを目的に、JICA は

人間開発部・課長・伊藤賢一を団長とする報告書案説明準備調査団（以下「調査団」と称す）

を、2016 年 3月 27日から 4月 8日までキューバに派遣した。 

 

これらの協議結果を踏まえ、双方は付属文書および別添に記載する主要事項について確認し

た。 
 

ハバナ、2016 年 4 月 8 日 
 
 
 
 
 

 
 
                                       
アフルレド・ゴンザレス・ロレンソ 
副大臣  
保健省 
キューバ共和国 

  
 
                                       
伊藤 賢一 
団長-協力準備調査団 
国際協力機構 
日本 

 



附属文書 

 

Ⅰ 無償資金協力プロジェクトと技術協力プロジェクトにより目指すところ 

これまで３度に亘る現地調査で合意した通り、無償資金協力プロジェクトと技術協力プロ

ジェクトとの一体的な支援により、全体として、主要な医療施設におけるがんの医療サービ

スの拡充と質の向上を目指し、キューバの保健の優先課題の解決とキューバ国民の健康改善

に寄与する。 

 

Ⅱ 無償資金協力プロジェクト 

1. 報告書案の内容 

調査団は報告書案の主な内容の説明を行い、キューバ側はそれを同意した。 

 

2. プロジェクトサイトおよび計画機材 

プロジェクトサイトおよび計画機材は別添 1．の通りであることを双方で確認した。 

 

3. 概算事業費 

報告書案に記載されているプロジェクトの概算事業費は暫定であり、最終承認のため日本

国政府による更なる検討が行われることを双方で確認した。 

 

4. 概算事業費と仕様に関する守秘義務 

報告書案にあるプロジェクトの概算事業費と技術的な仕様に関する全ての情報は、プロジ

ェクトに関する全ての契約締結を了するまで対外的に非公開とすることを、双方で確認した。 

 

5. プロジェクト実施スケジュール 

調査団は、添付 2．に示す想定される実施スケジュールをキューバ側に説明した。 

 

6. 期待される成果と指標 

以下に示される本プロジェクトで期待される成果の指標について、双方で同意した。キュ

ーバ側は、指標と 2020年の目標値のモニタリングを責任もって行う。 

 

6.1定量的効果 

No. 指標名 単位 

基準値 目標値（2020年） 

（事業完成 3年後） 基準年 数値 

１ 
対象病院における一般 X線

撮影枚数 
枚/年 

 
910,595※1 後に確定 



２ 
対象病院のマンモグラフィ

撮影枚数 
枚/年 

 
90,199※1 後に確定 

３ 
対象病院の上・下部内視鏡

検査数 
件/年 

 
後に確定 後に確定 

４ 対象病院の腹腔鏡下手術数 件/年 
 

後に確定 後に確定 

５ 対象病院の生検検査件数 件/年 
 

114,917※1 後に確定 

６ 

国立腫瘍学研究所（INOR）

における一般 X線撮影の待

ち時間 

 

 

72時間～1週間 後に確定 

７ 

エルマノス・アメイヘイラ

ス病院における一般 X線撮

影の待ち時間 

 

 

2日 後に確定 

８ 

ウラジミール・イリイチ・

レーニン病院におけるマン

モフラフィ撮影の待ち時間 

 

 

1週間 後に確定 

９ 
対象病院の乳がんの早期発

見率（ステージⅠ・Ⅱ） 
％ 

 
72.5※2 後に確定 

１０ 
対象病院の大腸がんの早期

発見率（ステージⅠ・Ⅱ） 
％ 

 
55.7※2 後に確定 

※1対象全病院の合計値 

※2早期発見率については、全国平均を採用 

 

6.2 定性的効果  

6.2.1 患者満足度の向上について 

キューバ全体、特に東部地域のがん医療サービスネットワークの拠点施設の医療機材の強

化を中心的に行うことで住民は、遠方の病院まで行く必要がなく、医療サービスへのアクセ

スが改善し、且つ低侵襲手術の実現により、診断・治療にかかる時間が大幅に短縮される。

その結果、患者や家族の負荷が軽減され、患者満足度が向上する。 

 

6.2.2 医療従事者のサービスの質の向上について 

がん医療サービスネットワークの拠点施設の医療機材に関する医療機材の更新・設置によ

り、病院環境が改善されることで、より迅速かつ円滑な検査・診断・治療ができるようにな

り、医療従事者が提供するサービスの質が向上する。 



 

6.2. 3 がん医療サービス体制の強化について 

「保健サービスの地域化」および「がん医療サービス体制の強化」は、「党と革命の経済

社会政策指針」と「がん対策総合プログラム」の優先課題である。本事業でがん医療サービ

スネットワークの拠点施設の医療機材が整備されることで、地域のがん診療のサービス体制

が強化され、患者の生活の質の改善に寄与する。 

 

7. 技術的支援（ソフトコンポーネント） 

供与される医療機材に対する安定した運営・維持管理を考慮し、技術的支援が本プロジェ

クトの中で提供される予定である。前回の協議議事録で合意した通りキューバ側は、適任か

つ適切な C/Psを配置することを確約した。 

 

8. 技術的支援（保守附帯契約） 

供与される医療機材のうち、高額に加え、機能が停止した際に臨床現場で著しく影響を及

ぼす可能性のある以下の機材に対し、質の確保されたサービスの継続的な提供を考慮し、3

年間に亘り保守契約の付帯を付保するための計画とすることをキューバ側と確認した。なお

付帯される保守契約の内容に関し、双方で確認した内容は以下の通り。 

（1） 不具合の早期特定、使用環境等の指導 

1） 対象機種 

デジタル X線画像診断システム（CRシステム）、内視鏡（上・下部消化管）、気管支鏡、

腹腔鏡、エックス線撮影装置（一般・乳房） 

2） 期間 

機材引き渡しから 3年間、１回／年 

（2） 交換部品の供与 

1） 対象機種 

デジタル X線画像診断システム（CRシステム） 

（3） CNE技術者の技術研修（日本） 

1） 目的 

保守管理技術（予防・事後）の修得 

2） 対象機種 

デジタル X線画像診断システム（CRシステム）、内視鏡（上・下部消化管）、気管支鏡、

エックス線撮影装置（一般・乳房） 

3） 研修人数および研修期間 

3名／対象機種を 1週間程度 

 

9. 双方負担事項 

別添 3．に記される負担事項を、双方で確認した。プロジェクト実施の前提条件となる必

要な予算配分を含む措置と調整を行うことを、キューバ側は保証した。更には、その費用は



概略設計レベルであることを合意した。別添 3．の項目は、詳細設計の実施中に更新され、

最終的に合意文書（Grant Agreement）に添付される 

 

10. 事後評価 

本プロジェクト完了から 3年後に 5項目（妥当性・有効性・効率性・持続性・インパクト）

を用いて、JICAが事後評価を行い、同結果は公表される。キューバ側は、必要に応じて同

評価の実施のための支援を行う。 

 

11. 調査スケジュール 

JICAは、確認できた項目に応じて協力準備調査報告書を完成し、同報告書を2016年8月頃

にキューバ側へ送付する。 

 

12. その他協議事項  

12-1 無償資金協力の実施スケジュールについて 

別添 2.のプロジェクト実施スケジュールを踏まえ、本プロジェクトで調達される医療機

材の一部は、2016年 12月末までにキューバ側へ到着する見通しであることを双方で確認し

た。 

 

12-2ソフトコンポーネントについて 

プロジェクトで調達された機材の予防保全について、その寿命が最大限になる技術支援

（ソフトコンポーネント）を引き渡し後、1か月目と 5か月目に実施することを、双方で確

認した。 

 

12-3調達機材の運営・維持管理について 

調査団は、適切な資産管理が、機材の耐用年数の延伸と維持管理費用に影響する点を踏ま

え、プロジェクトの調達機材の運営・維持管理の重要性を説明した。キューバ側は本計画に

より調達される機材に対し、適切な維持管理を行うために機材設置後、継続的に予算・人材

の確保をすることを確約した。なお積算された年間の運営・維持管理予算は別添 4.の通り。 

 

12-4 情報の開示について 

事業費以外の本調査結果は、協力準備調査の終了後に一般公開されること、また事業費を

含む本調査結果は、本プロジェクトのためのすべての契約が締結された後に一般公開される

ことを双方で確認した。 

 

 

以上 
 
 
 



別添 1.  プロジェクトサイトおよび計画機材 
別添 2.  プロジェクト実施スケジュール 
別添 3.  両国政府による負担事項 
別添 4.  調達機材の運営・維持管理予算 



Ⅲ 技術協力プロジェクト 

1. プロジェクトの基本構成 
(1) プロジェクト名称（仮称） 

医療機材保守管理・診断能力強化プロジェクト 

(2) プロジェクト対象地域 

キューバ全土 

(3) ターゲット・グループ 

【直接裨益者】CNE技術者、成果２に対応する保健人材 

【間接的裨益者】キューバ国民 
 

2. プロジェクト概要 
(1) 上位目標 

キューバ全国におけるがん診療サービスが拡充し質が向上する。 

(2) プロジェクト目標 

がん診療ネットワークのシステムの基盤が強化される。 

（考えられる指標：機材の故障率・稼働率、検診率など） 

(3) 成果 

1)  医療機材の品質管理のためのキャリブレーションに関する CNE の能力が強化される。  

（考えられる指標：策定されたプロトコルを習得した人数、策定されたプロトコルで

校正された機材の数など） 

2)  がんのスクリーニング検査/診断のための医師の能力が強化される。 

（考えられる指標：がんのスクリーニング検査/診断の研修を受講した人数、がんの

スクリーニング検査/診断で発見された件数など） 

 

3. その他特記事項 
(1) JICA は、技術協力プロジェクトの目標の設定、投入、活動及び規模など案件の詳細

計画を行う調査団を追って派遣する。 

 

以上 



  添付 １ 

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 

 

最終要請機材リスト 

要請番号 最終 
要請番号 

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 合計数量 

1 D-1 FPDシステム 15 

2 D-2 CRシステム 17 

2 D-3 CRシステム（マンモグラフィ用） 7 

6 D-4 データーサーバー 24 

7 D-5 評価用ステーション（3メガピクセルのモニター含む） 18 

7 D-6 評価用ステーション（5メガピクセルのモニター含む） 7 

8 D-7 ディスプレイ・ステーション 72 

 D-8 パーソナルコンピューター 160 

 D-9 X線診断装置 6 

 D-10 マンモグラフィ 3 

要請番号 
最終要請 
番号 

維持管理関連機材 合計数量 

 T-1 工具セット 24 

 T-2 パーソナルコンピューター 24 

21
15

7
14

14
2

1
1

3
3

2
5

5
7

12
8

15
9

20
12

22
18

23
21

11
22

10
23

24
24

17
4

4
6 13

1019
11

6
13 16

16

8
17

9
20

18
19

優先順位

病院番号

優先順位

病院番号

国立 県立

優先順位 病院番号 優先順位 病院番号

1 1 国立腫瘍学研究所(INOR) 6 13 アベル・サンタマリア病院

14 2 神経学・神経外科研究所 7 14
アルナルド・ミリアン・カスト
ロ病院

3 3 国立低侵襲性外科センター 21 15 ホセ・ミランダ県連携小児病院

17 4 フランク・パイス病院 16 16
ドクトル・グスタボ・リマ外科
病院

2 5
エルマノス・アメイへイラス病
院 8 17 マヌエル・ドメネチ県外科病院

4 6 カリスト・ガルシア病院 22 18
エドゥアルド・アグラモンテ小
児病院

5 7 エンリケ・カブレラ病院 18 19
ルシア・イニゲス・ランディ二
病院

12 8 サルバドール・アジェンデ病院 9 20
ウラジミール・イリイチ・レー
ニン病院

15 9 マヌエル・ファハルド病院 23 21
オクタヴィオ・デ・ラ・コンセ
プシオン・イ・デラ・ペドラハ
県小児病院

13 10 ミゲル・エンリケス病院 11 22 サトゥルニノ・ロラ県病院

19 11
ファン・マヌエル・マルケス小
児病院 10 23 ファン・ブルノ・サヤス病院

20 12 ウィリアム・ソレル小児病院 24 24 スール・ラ・コロナ小児病院

医用画像診断システムのデジタル化関連機材

対象病院
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最終要請番号 計画機材名
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・
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・
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・

ペ

ド

ラ

ハ

県

小

児

病

院

サ

ト
ゥ

ル

ニ

ノ

・

ロ

ラ

県

病

院

フ
ァ

ン

・

ブ

ル

ノ

・

サ

ヤ

ス

病

院

ス
ー

ル

・

ラ

・

コ

ロ

ナ

小

児

病

院

合

計

数

量

D-1 FPDシステム 1 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 15

D-2 CRシステム 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 17

D-3 CRシステム（マンモグラフィー用） 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 7

D-4 データサーバー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

D-5 評価用ステーション（3メガピクセルのモニター含む） 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 18

D-6 評価用ステーション（5メガピクセルのモニター含む） 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 7

D-7 ディスプレイ・ステーション 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 72

D-8 パーソナルコンピューター 7 7 6 7 7 7 6 7 6 7 6 5 160

D-9 X線診断装置 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 6

D-10 マンモグラフィー 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

T-1 工具セット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

T-2 パーソナルコンピューター(維持管理用) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24

最終要請番号 計画機材名

国

立

腫

瘍

学

研

究

所

(

I

N

O

R
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・

神

経

外

科

研

究

所

国

立

低

侵

襲

性

外

科

セ

ン

タ
ー

フ

ラ

ン

ク

・
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・
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・
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・
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・
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小
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病
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D-1 FPDシステム 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0

D-2 CRシステム 0 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1

D-3 CRシステム（マンモグラフィー用） 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0

D-4 データサーバー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

D-5 評価用ステーション（3メガピクセルのモニター含む） 0 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1

D-6 評価用ステーション（5メガピクセルのモニター含む） 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0

D-7 ディスプレイ・ステーション 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

D-8 パーソナルコンピューター 7 6 6 7 7 7 7 7 9 7 6 6

D-9 X線診断装置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

D-10 マンモグラフィー 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

T-1 工具セット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T-2 パーソナルコンピューター(維持管理用) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  添付 １ 

病理検査機材 

 

最終要請機材リスト 

要請番号 最終要請番号 病理検査機材 合計数量 

1 P-1 科学天秤（320gまで） 14 

2 P-2 天秤（1000gまで） 14 

3 P-3 フリーザー（20度） 14 

4 P-4 pHメーター 28 

5 P-5 デジタルカメラ 14 

6 P-6 科学天秤（5kgまで） 14 

7 P-7 タイマー 14 

8 P-8 双眼顕微鏡 84 

9 P-9 三眼顕微鏡 14 

10 P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 14 

11 P-11 蛍光顕微鏡 14 

12 P-12 染色装置 14 

14 P-13 マグネチックスターラー 14 

8
30

12
31

7
29

9
32 10

33

11
26

4
27 5

25
3

1013
11

2
13

1
20

14
34

優先順位

病院番号

国立 県立

6
28

優先順位

病院番号

優先順位 病院番号 優先順位 病院番号

3 10 ミゲル・エンリケス病院 6 28
エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・
セマ病院

13 11
ファン・マヌエル・マルケス小
児病院 7 29 シロ・レドンド病院

2 13 アベル・サンタマリア病院 8 30 ホアキン・アルバラン総合病院

1 20
ウラジミール・イリイチ・レー
ニン病院 12 31 アメリカ・アリアス母子病院

5 25 アウグスティーノ・ネト病院 9 32 コロン病院

11 26
セリア・サンチェス・マンドゥ
レイ病院 10 33 カルデナス病院

4 27
カルロス・マヌエル・セスペデ
ス病院 14 34

セレスティーノ・エルナンデ
ス・ロバウ病院

病理検査関連機材

対象病院



  添付 １ 

最終要請番号 計画機材名
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合計数量

P-1 科学天秤(320gまで) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-2 天秤（1000gまで） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-3 フリーザー（20度） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-4 pHメーター 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 28

P-5 デジタルカメラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-6 科学天秤（5kgまで） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-7 タイマー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-8 双眼顕微鏡 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 84

P-9 三眼顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-11 蛍光顕微鏡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-12 染色装置 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-13 マグネチックスターラー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-14 縦型ミクロトーム 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-15 ウォーターバス 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-16 ティッシュプロセッサー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-17 自動包埋装置 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-18 クライオスタット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

P-19 細胞遠心分離機 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

T-1 工具セット 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

T-2 パーソナルコンピューター(維持管理用) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

要請番号 最終要請番号 病理検査機材 合計数量 

15 P-14 縦型ミクロトーム 14 

16 P-15 ウォーターバス 14 

17 P-16 ティッシュプロセッサー 14 

18 P-17 自動包埋装置 14 

20 P-18 クライオスタット 14 

22 P-19 細胞遠心分離機 14 

要請番号 最終要請番号 維持管理関連機材 合計数量 

 T-1 工具セット 10 

 T-2 パーソナルコンピューター 10 

 

病理検査機材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  添付 １ 

3
14

2
23

4
10

6
16

5
17

1
19

優先順位
病院番号

優先順位
病院番号

国立 県立

優先順位 病院番号

4 10 ミゲル・エンリケス病院

3 14
アルナルド・ミリアン・カスト
ロ病院

6 16
ドクトル・グスタボ・リマ外科
病院

5 17 マヌエル・ドメネチ県外科病院

1 19
ルシア・イニゲス・ランディ二
病院

2 23 ファン・ブルノ・サヤス病院

低侵襲治療関連機材

対象病院

低侵襲治療に必要な機材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最終要請機材リスト 

要請番号 最終要請番号 低侵襲治療に必要な機材 合計数量 

1 E-1 上部下部消化管用内視鏡システム 6 

 E-2 腹腔鏡システム 6 

 E-3 気管支鏡システム 5 
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最終要請番号 計画機材名
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合計

数量

E-1 上下部消化管用内視鏡システム 1 1 1 1 1 1 6
E-2 腹腔鏡システム 1 1 1 1 1 1 6
E-3 気管支鏡システム 1 1 1 1 0 1 5

低侵襲治療に必要な機材 

 

 

 

 

 



事業実施工程表 案件名：　キューバ国　　案件名： 全国主要病院における医療機材整備計画       

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 38 39 40 50 51 52

閣議承認

交換公文（E/N）、無償資金拠出協定（G/A）締結

コンサルタント契約

公示

入札

　　 入札評価

業者契約

公示

入札

　　 入札評価

業者契約

機器製作

第１出荷分製品検査・出荷前検査・機材照合検査

機器輸送・通関（第１出荷　空輸）

第2出荷分製品検査・出荷前検査・機材照合検査

機器輸送・通関（第2出荷　海上輸送）

開梱・搬入・据付工事

調整・試運転

初期操作指導

検収・引渡し

完成検査

製品検査・出荷前検査・機材照合検査

機器輸送・通関　（海上輸送）

開梱・搬入・据付工事

調整・試運転

初期操作指導

検収・引渡し

完成検査

保守管理点検

メーカー研修（日本招聘）

保守管
理工程

暦年

会計年度

カレンダー月

経過月数

契
約

実
施
設
計

ロ

ッ
ト
１

計画内容最終確認、機材仕様書等レビュー、入札
図書作成・承認

ロ

ッ
ト
2

計画内容最終確認、機材仕様書等レビュー、入札
図書作成・承認

調
達
工
程

ロ

ッ
ト
１

ロ

ッ
ト
2

ソフコン     　ソフト・コンポーネント業務

 4-1

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト
添付2

kaigai
タイプライターテキスト



  添付 ３ 

先方負担事項 
1. 入札前 

番号 項目 期限 担当機関 
費用 

（CUC） 
備考 

1 銀行開設（銀行間取極）(B/A)) G/A締結後 
一ヶ月以内 

BFI 下記2.1に
含む 

- 

(B/A: Banking Arrangement) (G/A: Grant Agreement) 

 

2. プロジェクト期間 

番号 項目 
期限 担当機関 費用 

（CUC） 

備考 

1 銀行間取極(B/A)に基づく、日本の銀行に対し以下の銀行取引業務のための手数料の

負担 
   

 

 1) 支払い授権書(A/P)発行手数料 業者契約後 

１ヶ月以内 
保健省 

12,553 
- 

 2) 支払い授権書(A/P)に基づく支払い手数料 支払い毎 保健省 - 

2 荷揚げ港に於ける迅速な荷下ろしと通関業務の保証 
 

    

 1) 荷揚げ港に於ける貨物の免税措置と通関業務 プロジェクト期間 Medi Cuba  
229,252 

機材費の

2.6%  

 2) 荷揚げ港からプロジェクトサイトまでの内陸輸送 プロジェクト期間 ENSUME  
1,498,955 

機材費の

17%  
3) 荷揚げ港からプロジェクトサイトまでの内陸輸送保険 プロジェクト期間 Esicuba  

30,861 
機材費の

0.35% 

3 認証された機材調達契約に係る業務の実施のために、日本人及び、または第三国人が

キューバ国に入国し、滞在することに対する許可。 
プロジェクト期間 保健省 

+ 
MINCEX 

必要に応じ - 

4 無償資金協力により負担される以外の、機材の設置に必要な施設の改修費等全ての費

用の負担。 
 

プロジェクト期間 病院維持管

理部 必要に応じ - 

5 機材一時保管場所の提供 機材の到着前まで 病院 必要に応じ - 

6 機材を設置する部屋の準備 機材の到着前まで 病院及び 

病院維持管

理部 

必要に応じ 

- 

7 電気、空調、給水、排水等の施設・設備準備 
 
 

機材の到着前まで 病院及び 

病院維持管

理部 

必要に応じ 
- 

(B/A: Banking Arrangement 銀行間取極 A/P: Authorization to pay 支払い授権書) 
 
 
 

  



  添付 ３ 

 

3. プロジェクト実施後 

番号 項目 期限 担当機関 費用 

(CUC) 

項目 

1 無償資金協力のより供与された機器の適切な使用と活用。 
1) 維持管理費用の確保 
2) 運用・維持の体制 
3) 日常・定期点検 

 

プロジェクト 

実施後 

病院及び 

維持管理部 

101,296 
 

第１年次 

101,296 
 

第２年次r 

154,760 
 

第３年次 

101,296 
 

第４年次 

207,421 
 

第５年次 

(B/A: Banking Arrangement 銀行間取極 A/P: Authorization to pay 支払い授権書) 

  



  添付 ３ 

日本側負担事項 
 
 
番号 

項目 
期限 概算事業費* 

(百万円) 

備考 

1 機材調達のための費用  

1,204.240 

 
 1) 機材調達費   

 a) 機材費   

 b) 日本または第３国から被援助国への海上（航空）輸送    

 c) 機材据え付け費   

 2) 特定された機材についての３年間の保守管理費   

2 
1) 詳細設計・入札関連補助・機材調達監理（コンサルタント）  

76.828 

 

 
2) コンサルタントによる技術支援  

 

 
 a) ソフトコンポーネント  

 

 
 b) ３年間の保守管理契約監理  

 

 Total  1,281.068  

*;本費用は、概算である。日本政府の承認により、変わる。. 

 



  添付 ４ 

運営・維持管理費(単位:CUC) 

 

 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目
1 国立腫瘍学研究所(INOR) 2,000
2 神経学・神経外科研究所 2,000
3 国立低侵襲性外科センター 2,000
4 フランク・パイス病院 2,000
5 エルマノス・アメイへイラス病院 2,000
6 カリスト・ガルシア病院 2,000
7 エンリケ・カブレラ病院 2,000 16,375
8 サルバドール・アジェンデ病院 2,000 16,375
9 マヌエル・ファハルド病院 2,000
10 ミゲル・エンリケス病院 2,000
11 ファン・マヌエル・マルケス小児病院 2,000 9,500
12 ウィリアム・ソレル小児病院 2,000 9,500
13 アベル・サンタマリア病院 2,000
14 アルナルド・ミリアン・カストロ病院 2,000
15 ホセ・ミランダ県連携小児病院 2,000 9,500
16 ドクトル・グスタボ・リマ外科病院 2,000
17 マヌエル・ドメネチ県外科病院 2,000
18 エドゥアルド・アグラモンテ小児病院 2,000
19 ルシア・イニゲス・ランディ二病院 2,000 9,500
20 ウラジミール・イリイチ・レーニン病院 2,000 16,375

21
オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デ
ラ・ペドラハ県小児病院 2,000

22 サトゥルニノ・ロラ県病院 2,000
23 ファン・ブルノ・サヤス病院 2,000 9,500
24 スール・ラ・コロナ小児病院 2,000 9,500

10 ミゲル・エンリケス病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
11 ファン・マヌエル・マルケス小児病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
13 アベル・サンタマリア病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
20 ウラジミール・イリイチ・レーニン病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
25 アウグスティーノ・ネト病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
26 セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
27 カルロス・マヌエル・セスペデス病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
28 エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
29 シロ・レドンド病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
30 ホアキン・アルバラン総合病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
31 アメリカ・アリアス母子病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
32 コロン病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
33 カルデナス病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
34 セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

10 ミゲル・エンリケス病院 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972
14 アルナルド・ミリアン・カストロ病院 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972
16 ドクトル・グスタボ・リマ外科病院 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972
17 マヌエル・ドメネチ県外科病院 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972
19 ルシア・イニゲス・ランディ二病院 3,270 3,270 4,514 3,270 3,270
23 ファン・ブルノ・サヤス病院 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972

合計 101,296 101,296 156,760 101,296 207,421

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

病理検査機材

低侵襲治療に必要な機材



５．対象施設概要 

 

(1) 国立腫瘍学研究所（INOR） 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：国立  
診療圏：全国（約 75％がハバナ県から、25％が他の県から）  
病床数：275 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（ハバナ西部管区

の最上位がん診療連携拠点病院）  
がん診療医療サービスでの機能・役割：腫瘍研究、及び腫瘍全般の診断、治療（手

術・放射線治療・化学療法）  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師（大学卒）20 名、放射線技師（専門卒）32 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 10,617 枚、透視撮影装置 5～10 人/日、  

乳房用 X 線診断装置 8,546 枚、CT（16 列）9,348 枚  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 13 名、電気技師 9 名  

 

(2) 神経学・神経外科研究所 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：国立  
診療圏：全国  
病床数：72 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：脳腫瘍の診断、治療（手術）  
特記事項：放射線治療、化学療法は INOR に紹介している。  

画像診断部門体制  専門医 4 名、放射線技師（大学卒）7 名、看護師 1 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 1,168 枚、透視撮影装置 10 人/日、移動式 X 線 7 人/日、  

CT6,239 枚、アンギオグラフィ 6 人/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 1 名、テクニシャン 2 名、学生インターン 7 名  

 

(3) 国立低侵襲外科センター 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：国立  
診療圏：全国  
病床数：33 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：低侵襲治療  
特記事項：平均在院日数 2.0 日。低侵襲治療の最上位病院  

画像診断部門体制  専門医 5 名、放射線技師（大学卒）7 名、放射線技師（高校卒）2 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 422 枚/月、透視撮影装置 30～32 人/週、  

移動式 X 線 20～30 人/日、CT25～30 人/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 2 名、テクニシャン 4 名  



(4) フランク・パイス病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：国立  
診療圏：全国（海外からも、スポーツ選手などを受け入れている）  
病床数：750 床（キューバ人用）、120 床（外国人用）  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：骨腫瘍、整形外科領域の診断、

治療（手術）  
特記事項：放射線治療、化学療法は INOR に紹介（診断まで実施）、整形/外傷以

外の外科手術は臨床外科 26 病院、INOR へ紹介している。  
画像診断部門体制  専門医 3 名、放射線技師（大学卒）24 名、放射線技師（高校卒）3 名、  

看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 53,927 枚、CT20 人/日、MRI10 人/日、CR10 人/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 5 名、テクニシャン 3 名  

 

(5) エルマノス・アメイヘイラス病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：国立  
診療圏：全国  
病床数：750 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（ハバナ東部管区

の最上位がん診療連携拠点病院）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

化学療法）  
画像診断部門体制  専門医 14 名、放射線技師（大学卒）25 名、放射線技師（高校卒）14 名、  

看護師 11 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 63,000 枚、透視撮影装置 14 人/日、CT30～400 人/日、  

CR60 枚/日、アンギオグラフィ 20 人/週  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 9 名、テクニシャン 14 名、その他 1 名  

 

(6) カリスト・ガルシア病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：キューバ県東部、オールドハバナ、ハバナ中央、マヤベケ県サンホセ、

ハルコ、サンタクルス、マドルガ、ヌエバパ  
カバー人口：約 48 万人  
病床数：400 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術）  
特記事項：低侵襲治療は国立低侵襲性センターへ、放射線治療は INOR に紹介し

ている。  
画像診断部門体制  専門医 11 名、放射線技師（大学卒）22 名、放射線技師（高校卒）19 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 77,533 枚、透視撮影装置 1,645 枚、CT19,184 枚、MRI3,271 枚  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 21 名、テクニシャン 11 名  

 



(7) エンリケ・カブレラ病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：マジャ、アルテミサ、ハバナ  
カバー人口：約 32 万人  
病床数：464 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：婦人科領域の診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：カリスト・ガルシア病院、アメヘイラス病院、INOR に患者を紹介し

ている（CT、MRI 故障のため）。  
画像診断部門体制  専門医 11 名、放射線技師（大学卒）18 名、放射線技師（高校卒）14 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 45,763 枚、透視撮影装置 9,208 枚、  

乳房用 X 線診断装置 1,406 枚、DR60～70 枚/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 3 名、テクニシャン 5 名  

 

(8) サルバドール・アジェンデ病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：ハバナ県西部の 4 地区（セーロ・マリナー、ラ・リーサ、ラ・マリアナ

ウ、ディアス・オクトハレ）とアルテミサ地区の一部  
カバー人口：約 120 万人  
病床数：530 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能･役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：  ハバナ市内の外科の教育病院、ハバナ医科大学の一部も敷地内にあ

る。施設は 29 棟に分かれており、老朽化のため数棟が使用不可。  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師（大学卒）12 名、放射線技師（高校卒）5 名、  

看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 300 枚/日、CT50 人/日、CR20～50 枚/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 3 名、テクニシャン 8 名  

 

(9) マヌエル・ファハルド病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：ハバナ県の北部  
カバー人口：約 17 万人  
病床数：241 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能･役割：主に乳がんの診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項： 乳がん検診、乳がん治療に特化しており、全国から患者が来ている。

INOR や神経学・神経外科研究所など病院が集中した場所に立地しており、各施

設間で紹介し合っている。またハバナ医科大学の 12 教授、8 教員を有し、教育

病院としての機能も持つ。  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師（大学卒）15 名、放射線技師（高校卒）3 名、  

看護師 1 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 1,200 枚/日、CT35 人/日、乳房用 X 線診断装置 120 枚/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 4 名、テクニシャン 3 名、その他 1 名  

 



(10) ミゲル・エンリケス病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：ハバナ県 4 市、及びマジャベケ県含む  
カバー人口：約 75 万人  
病床数：241 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能･役割：腫瘍全般の診断、治療（手術、

化学療法）  
特記事項：化学療法は 1 日 20～25 件と INOR と同等レベル。手術室は 18 室中

13 室が工事中である。脳神経外科は最上位レベルと認められている。医学生、

看護学生の要請施設も併設。病理検査は、ポリクリニックからの依頼が多く、

INOR から依頼を受ける場合もある。  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師（大学卒）17 名、放射線技師（高校卒）10 名、  

看護師 3 名  
病理検査部門体制  専門医 1 名、検査技師（大学卒）3 名、検査技師（高校卒）1 名  
低侵襲部門体制  専門医 2 名、助手 7 名、看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 75 人/日、透視撮影装置 5 人/日、CT40 人/日  

病理検査部門：細胞診 1,600 件/月、生検 3,563 件/月、術中迅速 2～3 件/月、  
病理解剖 742 件/年、  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 12～20 人/日、  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 8 名  

 

(11) ファン・マヌエル・マルケス小児病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：ハバナ県西部の 4 地区（マリアナオ、プライヤ、リーサ、アルテミサ地

区）カバー人口：約 15 万人  
病床数：410 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでのでの機能・役割：小児がんの診断、治療（手

術）  
特記事項：  小児科専門病院で、ウィリアム・ソレル小児病院と並んで、ハバナ

市内の代表的な小児病院である。  
画像診断部門体制  専門医 3 名、放射線技師（大学卒）13 名、放射線技師（高校卒）8 名、  

看護師 2 名  
病理検査部門体制  専門医 2 名、検査技師（大学卒）4 名、検査技師（高校卒）3 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 120 枚/日、透視撮影装置 5～8 人/日、  

乳房用 X 線診断装置 10 人/日、CT30 人/日、MRI12～13 人/日、  
病理検査部門：細胞診 120～200 件/月、生検 120～190 件/月、  
術中迅速 2～3 件/月、病理解剖 1～2 件/月  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 8 名、テクニシャン 1 名  

 



(12) ウィリアム・ソレル小児病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：全国  
病床数：237 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：小児がんの診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：放射線治療は、INOR へ紹介している。  

画像診断部門体制  専門医 5 名、放射線技師（大学卒）8 名、放射線技師（高校卒）6 名、  
看護師 3 名  

活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 44,842 枚、透視撮影装置 22 人/日、  
移動式 X 線 80～100 人/日、CT20 人/日、CR60～75 枚/日  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 5 名、テクニシャン 2 名  

 

(13) アベル・サンタマリア病院 

施設概要  所在地：ピナル・デル・リオ県  
管轄：県立  
診療圏：ピナル・デル・リオ県、アルテミサ県  
カバー人口：約 108 万人  
病床数：820 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（ピナル･デル・

リオ管区の最上位がん診療連携拠点病院）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

放射線治療・化学療法）  
特記事項：年間手術約 3 万件、低侵襲手術 2,200 件の実績がある。  

画像診断部門体制  専門医 18 名、放射線技師（大学卒）25 名、放射線技師（高校卒）12 名  
病理検査部門体制  専門医 14 名、検査技師（大学卒）13 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 42,345 枚、透視撮影装置 4,011 枚、乳房用 X

線診断装置 5,020 枚、CT5,863 枚、MRI622 枚  
病理検査部門：細胞診 46,058 件、生検 13,327 件、術中迅速 104 件、  
病理解剖 685 件  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 14 名、学士 4 名、テクニシャン 2 名  

 

(14) アルナルド・ミリアン・カストロ病院 

施設概要  所在地：ビジャ・クララ県  
管轄：県立  
診療圏：ビジャ・クララ県、サンテ・スビリル県、シエンフエゴス県、シエゴ・

デ・アビラ県  
カバー人口：約 200 万人  
病床数：598 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

放射線治療・化学療法）  
特記事項：ビジャ・クララ県の中核病院であるが、CT が故障しており、近隣の

ホセ・ミランダ県連携病院に毎日 5 人ほど移送して撮影している。  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師 28 名、看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 68,560 枚、透視撮影装置 348 枚、  

移動式 X 線 15～30 枚/日、CT213 人、MRI3,545 人  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 1,454 件、下部消化管内視鏡 513 件  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 4 名、学士 1 名、テクニシャン 3 名  

 



(15) ホセ・ミランダ県連携小児病院 

施設概要  所在地：ビジャ・クララ県  
管轄：県立  
診療圏：ビジャ・クララ県、シエンフエゴス県、サンティ・スピリトゥス県、シ

エゴ・デ・アビダ県  
カバー人口：約 200 万人  
病床数：230 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：小児がんの診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：現像室の老朽化が激しく、現像液がシンクから漏れており劣悪な状態

であった。フイルムの入手は困難な時もあり、デジタル化関連機器の導入が望ま

れるとのこと。  
画像診断部門体制  専門医 4 名、放射線技師（大学卒）11 名、放射線技師（専門卒）3 名、  

看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 30,523 枚、透視撮影装置 5～6 人/日、  

移動式 X 線 8～10 人/日、CT6,740 枚  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 2 名、テクニシャン 2 名  

 

(16) ドクトル・グスタボ・リマ外科病院 

施設概要  所在地：シエンフエゴス県  
管轄：県立  
診療圏：シエンフエゴス県  
カバー人口：約 40 万人  
病床数：640 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：主に婦人科系のがんの診断、治

療（手術）  
特記事項：  食道静脈瘤結束バンドの必要性が高いとのこと。技能を持つ医師が

いるものの、バンドがなく、治療が出来ていない。県内の食道静脈瘤の破裂での

死亡は死因の第 10 位である。  
画像診断部門体制  専門医 18 名、放射線技師 25 名  
低侵襲部門体制  専門医 3 名、看護師 6 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 7,221 枚、乳房用 X 線診断装置 61 枚/月、  

CT341 枚/月、MRI544 枚/月、CR90 枚/日  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 260 件/月、下部消化管内視鏡 2 件/週  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 5 名、学士 4 名、テクニシャン 7 名  

 

(17) マヌエル・ドメネチ県外科病院 

施設概要  所在地：カマグエイ県  
管轄：県立  
診療圏：カマグエイ県、ラス・トゥーナス県、シエゴ・デ・アビラ県  
カバー人口：約 200 万人  
病床数：330 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：カマグエイ県最上位の総合病院であり、特に脳神経外科、画像診断、

内視鏡診療が強い。  
画像診断部門体制  専門医 7 名、放射線技師（大学卒）20 名、放射線技師（高校卒）8 名、  

看護師 4 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 4,395 枚/月、透視撮影 20 人/日、  

移動式 X 線 60 枚/日、CT4,785 枚/年、MRI544 枚/月、CR90 枚/日  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 4,105 件、下部消化管内視鏡 7 件/週  

維持管理部体制  大学卒エンジニア 5 名、学士 4 名、テクニシャン 7 名  

 



(18) エドゥアルド・アグラモンテ小児病院 

施設概要  所在地：カマグエイ県  
管轄：県立  
診療圏：カマグエイ県（腫瘍科、血液疾患の患児は、近隣のラス・トゥーナス県、

シエゴ・デ・アビラ県からも受け入れている。）  
病床数：330 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：小児科がんの診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：高度な治療が必要な場合は、マヌエル・ドメヌチ病院に紹介している。

緊急時は、透視台でアンギオ検査を実施している。  
画像診断部門体制  専門医 3 名、放射線技師（大学卒）13 名、放射線技師（高校卒）5 名、  

看護師 1 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 35,044 枚、透視撮影 251 人/年、移動式 X 線 15 枚/日、  

CT5 枚/日  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 2 名、学士 1 名、テクニシャン 3 名  

 

(19) ルシア・イニゲス・ランディニ病院 

施設概要  所在地：オルギン県オルギン市  
管轄：県立  
診療圏：オルギン県、ラス・トゥーナス県、グランマ県  
カバー人口：約 241 万人  
病床数：345 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・化学療法）  
特記事項：低侵襲によるがん診療は基本的に診断までで、切除は県内のウラジミ

ール・イリイチ・レーニン病院に紹介している。低侵襲治療部門では、食道静脈

瘤の止血を行っている。  
画像診断部門体制  専門医 8 名、放射線技師（大学卒）31 名、放射線技師（高校卒）2 名、  

看護師 4 名  
低侵襲部門体制  専門医 8 名、研修医 7 名、看護師 8 名、その他 5 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 16,960 枚（2013 年）、透視撮影 947 枚、  

移動式 X 線撮影装置 4,015 枚（2011 年）、CT4,191 枚、MRI4,121 枚  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 3,779 件、下部消化管内視鏡 423 件  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 7 名、学士 1 名、テクニシャン 6 名、研修医 1 名  

 



(20) ウラジミール・イリイチ・レーニン病院 

施設概要  所在地：オルギン県オルギン市  
管轄：県立  
診療圏：オルギン県、ラス・トゥーナス県、グランマ県  
カバー人口：約 241 万人  
病床数：800 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（東北部管区の最

上位がん診療連携拠点病院）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・低侵襲治療・放射線治療・化学療法）  
特記事項：オルギン県の最上位病院として、さらには地域の最上位がん診療連携

拠点病院として県内及び周辺の県（主にラス・トゥーナス県、グランマ県）から

も患者を受け入れている。  
画像診断部門体制  専門医 9 名、研修医 19 名、放射線技師（大学卒）42 名、  

放射線技師（高校卒）7 名、看護師 3 名  
病理検査部門体制  専門医 10 名、検査技師（大学卒）19 名、検査技師（専門卒）6 名、  

解剖技師 5 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置枚 75,648 枚、透視撮影 20～30 人/日、  

乳房用 X 線診断装置 2,199 人、CT7,945 枚  
病理検査部門：細胞診 66,958 件、生検 10,769 件、術中迅速 3,325 件、病理解剖

1,167 件  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 7 名、学士 1 名、テクニシャン 6 名、研修生 1 名  

 

(21) オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デ・ラ・ペドラハ県小児病院 

施設概要  所在地：オルギン県オルギン市  
管轄：県立  
診療圏：オルギン県、グアンタンナモ県、サンチアゴ・デ・クーバ県、グランマ

県、ラス・トゥーナス県  
カバー人口：約 400 万人  
病床数：469 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：小児科がんの診断、治療（一般

外科手術）  
特記事項：オルギン県の最上位小児病院及び東部地域の小児がん拠点病院とし

て、小児がんに関しては東部 5 県（オルギン県、グアンタナモ県、サンチアゴ・

デ・クーバ県、グランマ県、ラス・トゥーナス県）の患者を受け入れている。化

学療法はウラジミール・イリイチ・レーニン病院に紹介している。  
画像診断部門体制  専門医 7 名、放射線技師（大学卒）18 名、放射線技師（高校卒）7 名、  

看護師 2 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 43,019 枚、透視撮影 211 人/年、CT1,865 枚  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 4 名、学士 2 名、テクニシャン 3 名  

 



(22)サトゥルニノ・ロラ病院 

施設概要  所在地：サンチアゴ・デ・クーバ県サンチアゴ・デ・クーバ市  
管轄：県立  
診療圏：サンチアゴ・デ・クーバ県  
カバー人口：約 105 万人  
病床数：540 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・化学療法）  
特記事項：サンチアゴ・デ・クーバ県最大規模病院の一つであり、県内の中核病

院として県全域から患者を受け入れている。  
画像診断部門体制  専門医 7 名、研修医 12 名、放射線技師（大学卒）23 名、  

放射線技師（高校卒）3 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 60,005 枚、透視撮影 10～15 人/日、  

移動式 X 線 8,211 枚（2011 年）、CT9,274 枚  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 8 名、学士 14 名  

 

(23) ファン・ブルノ・サヤス病院 

施設概要  所在地：サンチアゴ・デ・クーバ県サンチアゴ・デ・クーバ市  
管轄：県立  
診療圏：サンチアゴ・デ・クーバ県  
カバー人口：約 105 万人  
病床数：769 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・化学療法）  
特記事項：サンチアゴ・デ・クーバ県最大の病院で、国内でも最大規模病院の一

つである。県内全域からも患者を受け入れており、総合病院としては県の最上位

病院である。  
画像診断部門体制  専門医 9 名、研修医 12 名、放射線技師（大学卒）45 名、研修医 12 名  
低侵襲部門体制  専門医 10 名  
活動概要（2014 年） 画像診断部門：汎用 X 線診断装置 41,512 枚、透視撮影 5～10 人/日、CT5,425 枚、

MRI4,572 枚  
低侵襲部門：上部消化管内視鏡 3,840 件、下部消化管内視鏡 2,460 件、  
気管支鏡検査 528 件（2013 年）  

維持管理部門体制  大学卒エンジニア 16 名、学士 9 名、研修生 2 名、テクニシャン 3 名  

 

(24) ス－ル・ラ・コロナ小児病院 

施設概要  所在地：サンチアゴ・デ・クーバ県サンチアゴ・デ・クーバ市  
管轄：県立  
診療圏：サンチアゴ・デ・クーバ県、グアンタナモ県、グランマ県  
カバー人口：約 240 万人  
病床数：266 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：小児がんの診断、治療（一般外

科手術、化学療法）  
特記事項：サンチアゴ・デ・クーバ県の小児全般の最上位病院として県内及び周

辺の県（主にグアンタナモ県、グランマ県）からも患者を受け入れている。  
画像診断部門体制  専門医 3 名、放射線技師（大学卒）27 名、放射線技師（専門卒）1 名  
活動概要（2014 年） 汎用 X 線診断装置 16,897 枚、透視撮影 496 人、CT287 人  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 2 名、学士 2 名  

 



(25) アウグスティーノ・ネト病院 

施設概要  所在地：グアンタナモ県グアンタナモ市  
管轄：県立  
診療圏：グアンタナモ県内全域  
カバー人口：約 51 万人。  
病床数：836 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術、化学療法）  
特記事項：  グアンタナモ県最大規模の病院であり、臨床外科病院として県内全

域から患者を受け入れている。隣接する医科大学からの実習生を受け入れてい

る。  
病理検査部門体制  専門医 10 名、研修医 5 名、放射線技師（大学卒）36 名、解剖技師 5 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 30,920 枚、生検 7,848 人、術中迅速 23～29 件/月、病理解剖 1,370 件  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 11 名、学士 32 名、テクニシャン 17 名  

 

(26) セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院 

施設概要  所在地：グランマ県マンザニリオ市  
管轄：県立  
診療圏：グランマ県内 13 市のうち 9 市  
カバー人口：約 50 万人  
病床数：450 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術、化学療法）  
特記事項：グランマ県の中核病院として県内の患者を受け入れている。隣接する

医科大学からの実習生を受け入れている。  
病理検査部門体制  専門医 3 名、研修医 3 名、検査技師（大学卒）14 名、解剖技師 4 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 2,860 枚、生検 5,701 人、術中迅速 5,542 件、病理解剖 728 件  
維持管理部体制  大学卒エンジニア 6 名、学士 6 名、テクニシャン 4 名  

 

(27) カルロス・マヌエル・セスペデス病院 

施設概要  所在地：グランマ県バヤモ市  
管轄：県立  
診療圏：グランマ県  
カバー人口：約 84 万人  
病床数：665 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術、化学療法）  
特記事項：総合病院としてはグランマ県の最上位であり、県内全域の患者を受け

入れている。  
病理検査部門体制  専門医 8 名、研修医 5 名、検査技師（大学卒）11 名、検査技師（高校卒）3 名、

解剖技師 5 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 9,184 件、生検 1,946 件、術中迅速 192 件、病理解剖 623 件  
維持管理部門体制  大学卒エンジニア 14 名、学士 15 名、テクニシャン 1 名  

 



(28) エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院 

施設概要  所在地：ラス・トゥーナス県  
管轄：県立  
診療圏：ラス・トゥーナス県  
カバー人口：約 53 万人  
病床数：707 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・化学療法）  
特記事項：県内唯一の県立総合病院としてラス・トゥーナス県の最上位病院であ

り、がんに関しては中核病院として、県内の患者を受け入れている。対応できな

いがん患者は、オルギン県やカマグエイ県の病院に紹介している。  
病理検査部門体制  専門医 8 名、研修医 6 名、検査技師（大学卒）30 名、解剖技師 4 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 31,460 件、生検 10,234 件、術中迅速 1,418 件、病理解剖 354 件  
維持管理部体制  大学卒エンジニア 5 名、学士 21 名、テクニシャン 3 名  

 

(29) シロ・レドンド病院 

施設概要  所在地：アルテミサ県  
管轄：県立  
診療圏：アルテミサ、グアナハイ、マイミト、バウタ、マリエルの 5 市  
カバー人口：約 23 万人  
病床数：184 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・化学療法）  
特記事項：低侵襲治療はハバナ県に紹介している。アルテミサ県は、2010 年に

ハバナ県から独立したため、当病院も市立病院から県立病院となった。  
病理検査部門体制  専門医 3 名、検査技師（大学卒）3 名、検査技師（専門卒）2 名、  
活動概要（2014 年） 細胞診 4,900 件、生検 4,900 件  
維持管理部体制  大学卒エンジニア 14 名、学士 6 名、テクニシャン 5 名  

 

(30) ホアキン・アルバラン病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：プラヤ、ラ・リサ、マリアナオの 3 市  
カバー人口：約 45 万人  
病床数：300 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：脳以外の腫瘍の診断、治療（一

般外科手術）  
特記事項：化学療法、放射線治療は、INOR に紹介している。  

病理検査部門体制  専門医 4 名、検査技師（大学卒）7 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 464 件、生検 4,652 件、病理解剖 655 件  
維持管理部体制  大学卒エンジニア 2 名、テクニシャン 1 名  

 



(31) アメリカ・アリアス母子病院 

施設概要  所在地：ハバナ県  
管轄：県立  
診療圏：セロ、旧ハバナ、中央ハバナ、東部ハバナの 4 市  
カバー人口：約 20 万人  
病床数：180 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：主に婦人科系のがんの診断、治

療（手術）  
特記事項：化学療法、放射線治療は INOR に紹介している。  

病理検査部門体制  専門医 3 名、検査技師（大学卒）2 名、検査技師（専門卒）6 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 5,464 件、生検 3,165 件、病理解剖 150 件  
維持管理部門体制  学士 1 名、テクニシャン 1 名  

 

(32) コロン病院 

施設概要  所在地：マタンサス県  
管轄：県立  
診療圏：コロン、ペリコ、カリメテ、ロス・アラドス、ハグエイ、シエナガ・デ・

サパタ  
カバー人口：約 15 万人  
病床数：243 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：マタンサス市中心部から東に約 30km 離れた郊外に立地する総合病院

である。高度な診断（CT、MRI）や治療（低侵襲性治療）は対応できる機材が

ないため、マタンサス県の最上位病院であるファウスティーノ・ペレス病院に紹

介している。化学療法、放射線治療は、県立がん病院に紹介している。  
病理検査部門体制  専門医 2 名、検査技師（大学卒）5 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 9,210 件、生検 3,960 件、病理解剖 480 件  
維持管理部門体制  CPE、CTE が管轄  

 

(33) カルデナス病院 

施設概要  所在地：マタンサス県  
管轄：県立  
診療圏：マルティ、マッシモ、ゴメス、カルデナス  
カバー人口：約 30 万人  
病床数：263 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中核）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（手術・

化学療法）  
特記事項：マタンサス市中心部から東に約 80km 離れた農村地域に立地する総合

病院である。高度な診断（CT、MRI）や治療（低侵襲性治療）は対応できる機

材がないため、マタンサス県の最上位病院であるファウスティーノ・ペレス病院

に紹介される。また、化学療法、放射線治療は県立がん病院に紹介している。  
病理検査部門体制  専門医 3 名、検査技師（大学卒）3 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 12,960 件、生検 3,600 件、病理解剖 144 件  
維持管理部体制  CPE、CTE が管轄  

 



(34)セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院 

施設概要  所在地：ビジャ・クララ県サンタ・クララ市  
管轄：県立  
診療圏：ビジャ・クララ県、シエンフエゴス県、サンクティ・スピリトゥス県、

その他。  
カバー人口：約 250 万人  
病床数：221 床  
がん診療サービスネットワークでの位置づけ：2 次医療レベル（中部管区の最上

位がん診療連携拠点病院）  
がん診療サービスネットワークでの機能・役割：腫瘍全般の診断、治療（一般外

科手術・低侵襲治療・放射線治療・化学療法）  
特記事項：脳腫瘍等一部のがん患者はハバナの国立病院や研究所に紹介してい

る。現在は他の部門もあるが、2015 年中にがん専門病院となる予定である。  
病理検査部門体制  専門医 5 名、研修医 6 名、検査技師（大学卒）4 名、検査技師（専門卒）3 名、

解剖技師 4 名  
活動概要（2014 年） 細胞診 3,902 件、生検 4,890 件、術中迅速 262 件、病理解剖 502 件  
維持管理部門体制  エンジニア 2 名、学士 3 名、テクニシャン 1 名  

 





医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１．国立腫瘍学研究所（INOR)

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加

凡例 ： ◯ 計画に含める機材

： △　 数量を変更した機材、または他のアイテムの構成品に含めた機材

： × 最終要請に含まれなかった機材

mochizuki-hidenori
タイプライターテキスト
６．要請機材検討表

mochizuki-hidenori
タイプライターテキスト

mochizuki-hidenori
タイプライターテキスト

mochizuki-hidenori
タイプライターテキスト



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２．神経学・神経外科研究所

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

汎用X線診断装置は1台のみなので、CR1台を計画

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

３．国立低侵襲外科センター

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

汎用X線診断装置は1台のみなので、CR1台を計画

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

４．フランク・パイス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

５．エルマノス・アメイヘイラス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

6．カリスト・ガルシア病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

7．エンリケ・カブレラ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
部品供給も2018年までの予定である。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

8．サルバドール・アジェンデ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
部品供給も2018年までの予定である。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

9．マヌエル・ファハルド病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1
乳房用X線診断装置を保有する部門が画像診断部門か
ら離れた別棟に位置するため、D-02とは別に計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-03、D-04、D-05、D-
06、D-07にそれぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため削除

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
D-01、D-03、D-03、D-04、D-05、D-06、D-07にそれ
ぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
D-01、D-02、D-03、D-05、D-06、D-07にそれぞれ含
める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
D-01、D-02、D-03、D-05、D-06、D-07にそれぞれ含
める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 9 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

10．ミゲル・エンリケス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

11．ファン・マヌエル・マルケス小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
さらに部品供給も既に停止となっている。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

12．ウィリアム・ソレル小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 3 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
さらに部品供給も既に停止となっている。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

13．アベル・サンタマリア病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ○ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ○ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１４．アルナルド・ミリアン・カストロ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１５．ホセ・ミランダ県連携小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1 老朽化が著しく、2015年に製造停止となっている。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１６．ドクトル・グスタポ・リマ外科病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ○ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ○ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１７．マヌエル・ドメネチ県外科病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１８．エドゥアルド・アグラモンテ小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

１９．ルシア・イニゲス・ランディニ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
部品供給も2016年までの予定である。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２０．ウラジミール・イリイチ・レーニン病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-03
デジタル X線画像診断システム
（CR、アナログ式乳房用X線診断装
置用）

1 乳房用X線診断装置用を計画

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-06
評価用ステーション（5メガピクセ
ルのモニター含む）

1 乳房用X線診断装置用を計画

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-04、D-06、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-03、D-06、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
部品供給も2018年までの予定である。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２１．オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デ・ラ・ペドロハ県小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

汎用X線診断装置は1台のみなので、CR1台を計画

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２２．サトゥルニノ・ロラ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

1

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 7 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２３．ファン・ブルノ・サヤス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

1

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 6 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 4 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1
老朽化が著しく、既に製造停止となっている。
部品供給も既に停止となっている。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材

２４．スール・ラ・コロナ小児病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番
号

計画機材名
計画数
量

備考

1 一般X線露光用間接変換型FPDシステム 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 － D-01
デジタル X線画像診断システム
（FPD）

D-09を計画することから、D-01は計画しない

2 デジタルX線画像診断システムCR 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 － D-02
デジタル X線画像診断システム
（CR）

汎用X線診断装置が1台のみで、D-09を計画すること
から、計画しない

3 プレートボックス14"x17" 25 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

4 プレートボックス8"x10" 10 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

5 マンモグラフィ用プレートボックス 20 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

6 PACSサーバー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-04 データサーバ 1

7
評価用ステーション（3メガピクセルのモニ
ター含む）

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-05
評価用ステーション（3メガピクセ
ルのモニター含む）

1

8
ディスプレイ・ステーション（1設備あたり
3台）

3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-07 ディスプレイ・ステーション 3

9 16ポート・スイッチHUB（VIカテゴリー） 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

10 ネットワーク接続用UPTケーブルロール 8 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

11 UPS3000VA 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △
UPS1500VAとしてD-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそ
れぞれ含める

12 X線フィルムレーザープリンター 1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

13
マンモグラフィ用シャウカステン（2枚掛
け、シャドーなし）

1 0 －
がん診療に直接的に寄与せず、デジタル化政策に合
致しないため除外

14 RJ45コネクター（100個入りパック） 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

15 電源用延長コード 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-04データサーバに含める

16 UPS1500VA 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-04、D-05、D-07にそれぞれ含める

17 サービスステーションおよびプログラマー 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

18 パソコン用デスク 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

19 椅子 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ D-01、D-02、D-05、D-07にそれぞれ含める

20 紙用レーザープリンター 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ D-08 パーソナルコンピュータ 5 調達事情をかんがみて分割

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ D-09
デジタル式汎用X線診断装置（FPD
搭載）

1 老朽化が著しく、2015年に製造停止となっている。

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-01 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-02
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

１０．ミゲル・エンリケス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を1台保有するが、機齢
が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外



病理検査機材

１１．ファン・マヌエル・マルケス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画する。

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6 必要数は7台であり、現有機材を1台保有

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外



病理検査機材

１３．アベル・サンタマリア病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 3 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6 必要数は9台であり、現有機材を3台保有

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-18 クライオスタット 1
現有の1台は借用中、1台で必要な検査数をまかなえる
モデルのため1台のみ計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外



病理検査機材

２０．ウラジミール・イリイチ・レーニン病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 6 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を台保有するが、すべて
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-12 染色装置 1 現有の1台は借用しているものであるため計画

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。現有の1台は借用しているもの。1台で
必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-17 自動包埋装置 1 現有の1台は借用しているものであるため計画

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外



病理検査機材

２５．アウグスティーノ・ネト病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 7 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は7台であり、現有機材を7台保有するが、うち6
台が機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 △ P-18 クライオスタット 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

２６．セリエ・サンチェス・マンドゥレイ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 4 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を4台保有するが、すべ
て機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-17 自動包埋装置 1 現有の1台は借用しているものであるため計画

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

２７．カルロス・マヌエル・セスペデス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 5 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は7台であり、現有機材を5台保有するが、うち4
台は機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
現有の1台は借用しているもの。1台で必要な検査数を
まかなえるモデルのため1台のみ計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理舞踊として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理舞踊として追加



病理検査機材

２８．エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 7 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は8台であり、現有機材を7台保有するが、うち5
台が機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

２９．シロ・レドンド病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 3 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6 必要数は9台であり、現有機材を3台保有

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

３０．ホアキン・アルバラン病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 6 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を6台保有するが、全て
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

３１．アメリカ・アリアス母子病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を2台保有するが、全て
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

３２．コロン病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を2台保有するが、全て
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

３３．カルデナス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を1台保有するが、全て
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



病理検査機材

３４．セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定
計画番

号
計画機材名

計画
数量

備考

1 科学天秤 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-01 科学天秤(320gまで) 1

2 天秤（1000gまで） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-02 天秤（1000gまで） 1

3 フリーザー（20度） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-03 フリーザー（-20度） 1

4 pHメーター 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-04 pHメーター 2 生検用と細胞診用で2台計画

5 カメラ（プロ仕様） 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-05 デジタルカメラ 1

6 科学天秤5kg 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-06 科学天秤（5kgまで） 1

7 タイマー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-07 タイマー 1

8 双眼顕微鏡 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 7 ◯ P-08 双眼顕微鏡 6
必要数は6台であり、現有機材を7台保有するが、全て
機齢が高く更新が必要

9 カメラ付き三眼顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-09 三眼顕微鏡 1

10 教育用ペンタヘッド顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1

11 蛍光顕微鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-11 蛍光顕微鏡 1

12 染色装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-12 染色装置 1

13 電子レンジ 1 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

14 マグネチックスターラー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ P-13 マグネチックスターラー 1

15 使い捨て刃用縦型ミクロトーム 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-14 縦型ミクロトーム 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

16 組織検査用パラフィン溶融器 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ P-15 ウォーターバス 1
機材名を変更。1台で必要な検査数をまかなえるモデル
のため1台のみ計画

17 ティッシュプロセッサー 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-16 ティッシュプロセッサー 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

18 パラフィン包埋装置 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-17 自動包埋装置 1

19 パラフィンヒーター60' 100g 1 － 要請番号18と機能が重複するため除外

20 クライオスタット 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 △ P-18 クライオスタット 1
1台で必要な検査数をまかなえるモデルのため1台のみ
計画

21 遠心分離機（4チューブ） 2 － 要請番号21と機能が重複するため除外

22 細胞遠心分離機 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ P-19 細胞遠心分離機 1

23 電動解剖鋸（霊安室用） 2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

24 霊安室テーブル 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

25 剖検セット 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

26 吊り分銅（霊安室用） 2 2 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-1 工具セット 1 維持管理部門用として追加

追加 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 ◯ T-2
パーソナルコンピュータ(維持管理
用)

1 維持管理部門用として追加



低侵襲治療に必要な機材

１．ミゲル・エンリケス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 5 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち4本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 △
現有のうち1本はファイバースコープ
E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1

重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムは老朽化およびアクセサ
リーが不足。

追加 気管支鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ E-03 気管支鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはファイバースコープ仕様



低侵襲治療に必要な機材

２．アマルド・ミリアン・カストロ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 4 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち3本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 △
現有のうち1本はファイバースコープ
E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全

追加 気管支鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ E-03 気管支鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはファイバースコープ仕様



低侵襲治療に必要な機材

３．ドクトル・グスタポ・リマ外科病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち1本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 △
現有のうち1本はファイバースコープ
E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全

追加 気管支鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ E-03 気管支鏡システム 1

重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはファイバースコープ仕様
モニターは老朽化



低侵襲治療に必要な機材

４．マヌエル・ドメネチ県外科病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 4 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち3本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 △
現有のうち1本はファイバースコープ
E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全

追加 気管支鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 0 ◯ E-03 気管支鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加



低侵襲治療に必要な機材

５．ルシア・イニゲス・ランディニ病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 4 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち3本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
現有のうち1本はファイバースコープ
E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1

重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全
モニターは老朽化

追加 気管支鏡 1 － ◯ － ◯ ◯ ○ 0 － E-03 気管支鏡システム
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
実績がないため、計画しない



低侵襲治療に必要な機材

６．ファン・ブルノ・サヤス病院

要請
番号

要請機材名
要請
数量

技術
レベ
ル

既存
設備

人員
体制

維持
管理
体制

ﾒｰｶｰ
管理
体制

交換部
品・消
耗品

既存
機材
台数

判定 計画番号 計画機材名
計画数
量

備考

1 上部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 現有のうち1本はファイバースコープ

2 下部消化管内視鏡ビデオスコープ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △ 現有は2005年製。E-01に含める

3 内視鏡トロリーワークステーション 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

4 高解像度LDDモニター 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

5 ビデオプロセッサー 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

6 キセノンランプ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

7 電気外科ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

8 吸引ユニット 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 △
E-01、E-02、E-03の構成品にそれぞれ含
める

9 硬化療法針内径23Gx4mm 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

10 食道静脈瘤結束バンドx 6個 10 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 0 △ E-01の構成品に含める

11
高速スチールドリルビット43個セット（1-
13mm）

2 0 － がん診療に直接的に寄与しないため除外

追加 腹腔鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 2 ◯ E-02 腹腔鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全

追加 気管支鏡 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 1 ◯ E-03 気管支鏡システム 1
重点部位であり、がん診療に資すること
から追加
現有アイテムはアクセサリーが不完全



 
 

７．ソフトコンポーネント計画書 

 
ソフトコンポーネント計画書 

 
１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

 「キューバ国全国主要病院における医療サービス向上のための医療機材整備計画（以下

「本プロジェクト」という）」は、キューバにおいて死因の一位であるがんの診断及び低侵

襲治療の強化を図るため、当該国のがん診療サービスを提供する主要な医療施設に医用画

像診断システムのデジタル化に必要な機材、病理検査機材、低侵襲治療に必要な機材を供

与するものである。 
 本プロジェクトで調達される医療機材は、がん診療サービスの継続的な提供を行うため、

安全で安定した稼働が求められる。そのため調達される医療機材の安全で安定した稼働を

確保するためには、故障につながる可能性のある不具合を医療機材の使用者や維持管理部

門の技術者が早期に発見して対処すること、消耗品、交換部品の予算計画の策定と調達を

対象施設と管轄する医療機器センターが連携して適切に行うことが求められる。 
 本プロジェクトで調達される多くの医療機材は、対象施設に普及している品質規格と同

等ではない。そのため、調達される医療機材の使用者や維持管理を行う技術者の技術、さ

らには運営管理を行う人材の知見の更新、補完を行うことが望ましいと思われる。 

 そのため、調達される医療機材の運営・維持管理をキューバ側で独自に行える技術、知

見を更新、補完するための活動として、ソフトコンポーネントを計画する。 
 

２．ソフトコンポーネントの目標 

 対象施設の医療機材に対する運営・維持管理能力が向上する。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

 ソフトコンポーネントの直接的成果は、下表に示すとおりである。 

技術指導  
内容  直接的成果  対象者  

日常的な

機材維持

管理  

①医師や看護師など医療機材使用者によって、調達される医療機材

が正常に稼働するために必要な日常点検、清掃作業の重要性が認

識され、これら作業技術が習得され、作業が習慣づけられる。  

医療機材使用者  
（医師、看護師）  

②医療機材の維持管理部門によって、医師や看護師などの使用者に

対しての日常点検、清掃に関する指導の重要性が認識され、指導

技術が習得され、指導が習慣づけられる。  
維持管理部門技術者  

定期的な

機材維持

管理  

対象者によって、調達される医療機材が正常に稼働するために必要

な定期点検を行うことの重要性が認識され、定期点検技術が習得さ

れ、定期点検が習慣づけられる。  

維持管理部門技術者

県医療機器センター

技術者  

医療機材

のデータ

管理  

①PC による院内の医療機材のデータ（納入日、消耗品・交換部品の

履歴、定期点検、修理の履歴等）の記録・管理が適切に行われる。 
②交換部品、消耗品の予算案が策定される。  

維持管理部門技術者  

③予算案に基づいた適切な調達計画が策定される。  
事務部門職員  
（特に資機材調達部

門、予算管理部門）  

 

 



 
 

４．成果達成度の確認方法 

項  目  確認内容  確認項目  

日常的な機

材維持管理  

①使用者が行う日常点検、清掃に関する記録  日常点検表  

②使用者が行う日常点検、清掃に関する指導記録  日常点検指導記録  

定期的な機

材維持管理  
対象者が行う定期点検記録  

定期保守点検チェック

シート  
点検計画、実績表  

医療機材の

データ管理  

①医療機材の PC データ  
納入日、消耗品・交換部

品の履歴、修理の履歴等

の記録  

②交換部品、消耗品の予算  
交換部品の予算案、消耗

品の予算案  

③交換部品、消耗品の調達計画  
交換部品の調達計画案、

消耗品の調達計画案  

 

５．ソフトコンポーネントの活動(投入計画) 

 成果に対する活動計画は下表に示すとおりである。  

項 目  活動内容  実施

者  対象者  
成果品  

日本側  相手国側  

日常的な機

材維持管理  

①メーカーが推奨する日常点

検、清掃方法の頻度及び実施

方法の実演指導。  

日
本
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

医療機材使用者  
（医師、看護師）  

日常点検マニ

ュアル、  
日常点検チェ

ッ ク シ ー ト

（案）  

日常点検チェ

ックシート  

②医療機材の維持管理部門が使

用者に対して行う効果的な指

導、監督方法の教授  

維持管理部門技術者  日常点検指導

マニュアル  
日常点検指導

チェックシー

ト（案）  

日常点検指導

チェックシー

ト  

定期的な機

材維持管理  

メーカーが推奨する定期点検の

実施に係る実演指導。  
維持管理部門技術者

県医療機器センター

技術者  

定期保守点検チェックシート、 
点検計画 /実績表  

医療機材の

データ管理  

①PC を用いて、医療機材の各種

データ（納入日、の履歴、修

理の履歴等）を記録、管理す

る方法を指導。  

維持管理部門技術者  医療機材管理台帳  

②上記①データを活用した、消

耗品、交換部品の予算案の策

定指導。  

事務部門職員  消耗品、交換部品の予算案、

調達計画案  

 

６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 医療施設の医療機材全般にわたる知識を有し、医療機材の維持管理の指導が可能な人材

をキューバにおいて調達することは困難である。また本邦 NGO、国際 NGO 等が当該分野

にて現地では活動しておらず、再委託は困難である。よって投入される要員は、医療機材

維持管理の十分なる知識を有し、途上国での同様案件の指導歴のある日本人技術系コンサ

ルタントが指導を行うこととする。  
 



 
 

７．ソフトコンポーネントの実施工程 

 ソフトコンポーネントの投入に関しては、受講後に対象者が指導内容を実践しているこ

とを確認し、課題の発掘、フィードバックを行う必要があるため、指導の実施（第 1 セッ

ション）及び確認（第 2 セッション）に分けて投入することが効果的である。  
 
【第 1 セッション】 

 第 1 セッションにおいては、業務効率性と指導の均一化を図るために、実施場所を西部、

中部、東部の三つの地方を拠点として、対象施設及び県医療機器センターから参加者を招

集し、研修を実施する。研修にはコンサルタント 2 名を投入する。  
 第 1 セッションでは西部（第 1 グループ、第 2 グループ）、中部、東部の以下の三つの地

域、4 グループに分け、実施する。  
地域  施設数  医療施設所在地  医療施設名  

西部地域  

（第 1 グループ） 

8 施設  ピナル・デル・リオ県  アベル・サンタマリア病院  

◎ハバナ県  国立腫瘍学研究所（INOR）  
国立低侵襲外科センター  
エルマノス・アメイヘイラス病院  
エンリケ・カブレラ病院  
マヌエル・ファハルド病院  
ファン・マヌエル・マルケス小児病院  
ホアキン・アルバラン病院  

西部地域  

（第 2 グループ） 

8 施設  アルテミサ県  シロ・レドンド病院  

◎ハバナ県  神経学・神経外科研究所  
フランク・パイス病院  
カリスト・ガルシア病院  
サルバドール・アジェンデ病院  
ミゲル・エンリケス病院  
ウィリアム・ソレル小児病院  
アメリカ・アリアス母子病院  

中部グループ  8 施設  マタンサス県  コロン病院  
カルデナス病院  

◎ビジャ・クララ県  アルナルド・ミリアン・カストロ病院  
ホセ・ミランダ県連携小児病院  
セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院  

シエンフエゴス県  ドクトル・グスタボ・リマ外科病院  

カマグエイ県  マヌエル・ドメネチ県外科病院  
エドゥアルド・アグラモンテ小児病院  

東部グループ  

 

10 施設  ラス・トゥーナス県  エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院  

オルギン県  ルシア・イニゲス・ランディニ病院  
ウラジミール・イリイチ・レーニン病院  
オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・

デ・ラ・ペドラハ県小児病院  
◎サンチアゴ・デ・クー

バ県  

サトゥルニノ・ロラ県病院  
ファン・ブルノ・サヤス病院  
スール・ラ・コロナ小児病院  

グランマ県  セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院  
カルロス・マヌエル・セスペデス病院  

グアンタナモ県  アウグスティーノ・ネト病院  

◎は開催地域を示す。 



 
 

 第 1 セッションにおいては、下表のとおり 1 グループ当たり合計 4 日間の指導を実施す

る。 

日数  分野  参加対象者（各対象施設毎）  
1 日目  医用画像診断システム

のデジタル化に必要な

機材  

医師 1 名  
看護師 1 名  
維持管理部門技術者 2 名  
県医療機器センター技術者 1 名  

2 日目  病理検査機材  医師 1 名  
看護師 1 名  
維持管理部門技術者 2 名  
県医療機器センター技術者 1 名  

3 日目  低侵襲治療に必要な機

材  
医師 1 名  
看護師 1 名  
維持管理部門技術者 2 名  
県医療機器センター技術者 1 名  

4 日目  医療機材データ管理  維持管理部門技術者 2 名  
事務部門職員 1 名  

 

【第 2 セッション】 

 第 2 セッションにおいては、第 1 セッションで実施された研修での維持管理が、現場で

実践されているかを確認するため、評価シートを用いて再指導を実施していく。各対象施

設 1 日の予定で、コンサルタントは 2 名を投入し、対象施設を訪問する。都市部とその近

郊の対象施設、また地方部の対象施設を訪問する 2 チームに分けて実施する。  
 業務時間は現地の勤務体制に則り、1 日 8 時間、週 5 日を前提とする。第 1 セッション

は 29 日間、第 2 セッションは 35 日間を要す。第 1 セッションの開始から第 2 セッション

の完了まで約 5.5 カ月を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

表 ソフトコンポーネント計画業務実施工程案 

月数/項目  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

機材調達  

 

           

ソフトコンポーネント  
  

 

  
 

      

キューバ側との主な調整事項  

            

 

 

８．ソフトコンポーネントの成果品 

 ソフトコンポーネントの主要な成果品は以下に示すとおりである。  
① ソフトコンポーネント完了報告書 

② 日常点検チェックシート 

③ 日常点検マニュアル 

④ 日常点検指導マニュアル 

⑤ 日常点検指導チェックシート 

⑥ 定期保守点検チェックシート 

⑦ 点検計画・実績表 

⑧ 医療機材管理インベントリー 

⑨ 交換部品・消耗品予算案・調達計画案 

 

９. ソフトコンポーネントの概算事業費 

 全体概算額 ：１８，６３５千円 

  内訳  

直接人件費 ；  ３，７５５千円 

直接経費  ； １０，０７４千円 

間接費  ；  ４，８０６千円 

 

１０．相手国側の責務 

 本ソフトコンポーネントで習得した技術と知見が長期にわたり持続するために、各施設

長は医療機材の維持管理部門の業務を監督するとともに、医療機材の維持管理業務が医療

施設運営の中で重要な業務として位置づけられるよう、指導力を発揮することが望まれる。

また本ソフトコンポーネントで対象とした医療機材は無償資金協力プロジェクトで調達さ

れた機材に限定されるが、ソフトコンポーネントで習得した内容をほかの医療機材にも応

用し、対象施設全体の維持管理に活用するよう、施設長は維持管理部門の業務拡大を指導

することが期待される。また国立医療機器センター、県医療機器センター及び県内管区医

現地業務 国内業務 

据え付け・調整・初期操作指導 

第 1 ｾｯｼｮﾝ 第 2 ｾｯｼｮﾝ 

 

第 1 ｾｯｼｮﾝ 
 

第 2 ｾｯｼｮﾝ 

 
0.97MM（29 日間） 1.17MM（35 日間） 

受講者ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
の確定 

受講者ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
の確定 

 



 
 

療機器センターは、対象施設の維持管理部門と連携を保ち、特に高度医療機材を中心に維

持管理部門に技術的アドバイスを行うことが望まれる。また、CR 読み取り装置、上部下

部消化管用内視鏡システム、気管支鏡システム、デジタル式汎用 X 線診断装置（FPD 搭載）、

アナログ式乳房用 X 線診断装置について、日本でのメーカー研修を、国立医療機器センタ

ーの技術者を対象として無償資金協力プロジェクトで別途契約される保守メンテナンス契

約のスキームとして計画している。この研修で国立医療機器センター技術者が習得した技

術・知識を、医療機材の維持管理部門の技術者に対して移転していくことが望まれる。な

お、想定している主な研修内容としては、維持管理に係る座学、実習（分解・組み立て方

法、部品の交換方法）となる。 

 



 
 

添付資料 
１．ソフトコンポーネント日程表 

要員 格付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

4

移動（東京⇒ハバナ）
JICA・保健省への説明
移動・準備
研修管理訪問（サンチアゴ・デ・クーバ市内）
移動・準備
研修管理訪問（ビジャ・クララ市内）
移動・準備
研修管理訪問（西部1グループ）
研修管理訪問（西部２グループ）
保健省への説明
移動（ハバナ→東京）

4

移動（東京⇒ハバナ）
JICA・保健省への説明
移動・準備
研修管理訪問（サンチアゴ・デ・クーバ市内）
移動・準備
研修管理訪問（ビジャ・クララ市内）
移動・準備
研修管理訪問（西部1グループ）
研修管理訪問（西部２グループ）
保健省への説明
移動（ハバナ→東京）

格付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

4

移動（東京⇒ハバナ）
JICA・保健省への説明
病院訪問（国立腫瘍学研究所：INOR）
病院訪問（神経学・神経外科研究所）
病院訪問（国立低侵襲外科センター）
病院訪問（フランク・パイス病院）
病院訪問（エルマノス・アメイヘイラス病院）
病院訪問（カリスト・ガルシア病院）
病院訪問（エンリケ・カブレラ病院）
病院訪問（サルバドール・アジェンデ病院）
病院訪問（マヌエル・ファハルド病院）
病院訪問（ミゲル・エンリケス病院）
病院訪問（ファン・マヌエル・マルケス小児病院）
病院訪問（ウィリアム・ソレル小児病院）
病院訪問（ホアキン・アルバラン病院）
病院訪問（アメリカ・アリアス母子病院）
移動
病院訪問（コロン病院）
病院訪問（カルデナス病院）
移動
病院訪問（アルナルド・ミリアン・カストロ病院）
病院訪問（ホセ・ミランダ県連携小児病院）
病院訪問（セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院）
移動
保健省への説明
移動（ハバナ→東京）

4

移動（東京⇒ハバナ）
移動
病院訪問（シロ・レドンド病院）
移動
病院訪問（アベル・サンタマリア病院）
移動
病院訪問（ドクトル・グスタボ・リマ外科病院）
移動
病院訪問（マヌエル・ドメネチ県外科病院）
病院訪問（エドゥアルド・アグラモンテ小児病院）
移動
病院訪問（エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院）
移動
病院訪問（ルシア・イニゲス・ランディニ病院）
病院訪問（ウラジミール・イリイチ・レーニン病院）
病院訪問（オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デ・ラ・ペドラハ県小児病院）
移動
病院訪問（セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院）
病院訪問（カルロス・マヌエル・セスペデス病院）
移動
病院訪問（サトゥルニノ・ロラ県病院）
病院訪問（ファン・ブルノ・サヤス病院）
病院訪問（スール・ラ・コロナ小児病院）
移動
病院訪問（アウグスティーノ・ネト病院）
移動
移動（ハバナ→東京）

ソ
フ
ト
・
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ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
︵
第
２
セ
ッ
シ
�
ン
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技術者1

技術者2

担　当 1110

担　当 10

技術者1

技術者2

ソ
フ
ト
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
︵
第
１
セ
ッ
シ
�
ン
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２．ソフトコンポーネント費用内訳 

米ドル ユーロ円換算 米ドル円換算 円換算合計 合計

（１） 直接人件費 3,755,160

現地業務 3,132,960

国内作業 622,200

（２） 直接経費 40,596.00 16,111 4,971,386 4,987,497 10,073,745

（３） 間接費 4,806,605

ソフトコンポーネント合計 40,596.00 4,987,497 18,635,510

１）直接人件費  １米ドル＝122.46円、 １ユーロ＝134.49円

単価 金額 単価 金額 単価 金額

現地業務

技術者１ （４号）

ソフト・コンポーネント(第1セッション) 0.97 人・月 732,000 710,040 29日

ソフト・コンポーネント(第２セッション) 1.17 人・月 732,000 856,440 35日

技術者２ （４号）

ソフト・コンポーネント(第1セッション) 0.97 人・月 732,000 710,040 29日

ソフト・コンポーネント(第２セッション) 1.17 人・月 732,000 856,440 35日

3 ,132 ,960

国内業務

技術者１ （４号）

第１セッション　事前準備 0.25 人・月 732,000 183,000 5日

第１セッション　報告書作成 0.05 人・月 732,000 36,600 1日

第2セッション　事前準備 0.05 人・月 732,000 36,600 1日

第2セッション　報告書作成 0.10 人・月 732,000 73,200 2日

技術者２ （４号）

第１セッション　事前準備 0.25 人・月 732,000 183,000 5日

第１セッション　報告書作成 0.05 人・月 732,000 36,600 1日

第2セッション　事前準備 0.05 人・月 732,000 36,600 1日

第２セッション　報告書作成 0.05 人・月 732,000 36,600 1日

622 ,200

3 ,755 ,160

２）直接経費

単価 金額 単価 金額 単価 金額

① 通訳費

通訳1（近隣国）

第１セッション 28 人・日 54,000 1,512,000 28日

通訳2（現地人）

第2セッション 21 人・日 64.00 1,344.00 21日

通訳3（現地人）

第2セッション 15 人・日 64.00 960.00 15日

1 ,512 ,000 2 ,304 .00

② 現地傭人費

計上なし 日

③ 旅費・日当・宿泊費

旅費

技術者１ （４号）

第１セッション

航空運賃 (東京-ハバナ） 1 往復･回 251,160 251,160 ZONE-PEX1ヶ月

国内旅費 （東京-羽田空港） 1 往復･回 1,300 1,300

第2セッション

航空運賃 (東京-ハバナ） 1 往復･回 389,744 389,744 ZONE-PEX3ヶ月

国内旅費 （東京-羽田空港） 1 往復･回 1,300 1,300

技術者2 （４号）

第１セッション

航空運賃 (東京-ハバナ） 1 往復･回 251,160 251,160 ZONE-PEX1ヶ月

国内旅費 （東京-羽田空港） 1 往復･回 1,300 1,300

第2セッション

航空運賃 (東京-ハバナ） 1 往復･回 389,744 389,744 ZONE-PEX3ヶ月

国内旅費 （東京-成田空港） 1 往復･回 1,300 1,300

通訳1（近隣国）

第１セッション

航空運賃 (ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ-ﾊﾊﾞﾅ） 1 往復･回 794.00 794.00

日当

技術者１ （４号）

第１セッション 1-30日 29 人・日 3,800 110,200

第２セッション 1-30日 30 人・日 3,800 114,000

31～60日 5 人・日 3,420 17,100

技術者２ （４号）

第１セッション 1-30日 29 人・日 3,800 110,200

第２セッション 1-30日 30 人・日 3,800 114,000

31～60日 5 人・日 3,420 17,100

数量 単位
日本円 ユーロ 米ドル

備考

小計

項目・費目 仕様・規格 数量 単位
日本円 ユーロ 米ドル

備考

小計

小計

5,086,248 119.79

4,806,605

622,200

合計

項目・費目 仕様・規格

小計

13,648,013 119.79

3,755,160

3,132,960

ユーロ日本円

 



 
 

通訳1（近隣国）

第１セッション 28 人・日 3,800 106,400

通訳2（現地人）

第２セッション 10 人・日 30.00 300.00

通訳3（現地人）

第２セッション 32 人・日 30.00 960.00

第1セッション研修生

西部2グループ 26 人・日 30.00 780.00

中部 55 人・日 30.00 1,650.00

東部 73 人・日 30.00 2,190.00

宿泊

技術者１ （４号）

第１セッション 1-30日 27 泊 11,600 313,200

第２セッション 1-30日 30 泊 11,600 348,000

31-60日 3 泊 10,440 31,320

技術者２

第１セッション 1-30日 27 泊 11,600 313,200

第２セッション 1-30日 30 泊 11,600 348,000

第２セッション 31-60日 3 泊 10,440 31,320

通訳1（近隣国）

第１セッション

（近隣国通訳：4号相当） 1-30日 27 泊 11,600 313,200

通訳2（現地人）

第２セッション

宿泊（マタンサス） 3 泊 39.93 119.79

宿泊（ビジャ・クララ） 6 泊 30.00 180.00

通訳3（現地人）

第２セッション

宿泊（シエンフエゴス） 3 泊 30.00 90.00

宿泊（カマグエイ） 3 泊 50.00 150.00

宿泊（ラス・トゥーナス） 4 泊 27.00 108.00

宿泊（オルギン） 4 泊 33.00 132.00

宿泊（グランマ） 4 泊 41.00 164.00

宿泊（サンチアゴ・デ・クーバ） 6 泊 67.00 402.00

宿泊（グアンタナモ） 2 泊 45.00 90.00

（研修生用）

第1セッション

西部2グループ 8 泊 100.00 800.00

中部 13 泊 30.00 390.00

東部 16 泊 67.00 1,072.00

3 ,574 ,248 119 .79 10 ,252 .00

④ 車輌費
レンタカー（ソフト・コンポーネント）
第１セッション

空港送迎 2 台・日 35.00 70.00
ハバナ市内（1日利用） 12 台・日 150.00 1,800.00
移動(ハバナ～サンチアゴ・デ・クーバ） 1 台・日 688.00 688.00
サンチアゴ・デ・クーバ市内 5 台・日 150.00 750.00
移動( サンチアゴ・デ・クーバ～ビジャ・クララ） 1 台・日 408.00 408.00
ビジャ・クララ市内 6 台・日 150.00 900.00
移動(ビジャ・クララ～ハバナ） 1 台・日 280.00 280.00

第２セッション
空港送迎 2 台・日 35.00 70.00
ハバナ市内（1日利用） 32 台・日 150.00 4,800.00
移動( ハバナ～マタンサス） 1 台 96.00 96.00
コロン病院 1 台・日 150.00 150.00
カルデナス病院 1 台・日 150.00 150.00
移動( マタンサス～ビジャ・クララ） 1 台 184.00 184.00
アルナルド・ミリアン・カストロ病院 1 台・日 150.00 150.00
ホセ・ミランダ県連携小児病院 1 台・日 150.00 150.00
セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院 3 台・日 150.00 450.00
移動（ビジャ・クララ～ハバナ） 1 台 280.00 280.00

移動(ハバナ～アルテミサ） 2 台 80.00 160.00
シロ・レドンド病院 1 台・日 150.00 150.00
移動( アルテミサ～ピナル・デル・リオ） 1 台 72.00 72.00
アベル・サンタマリア病院 1 台・日 150.00 150.00
移動( ピナル・デル・リオ～ハバナ） 1 台 152.00 152.00
移動( ハバナ～シエンフエゴス） 1 台 192.00 192.00
ドクトル・グスタボ・リマ外科病院 3 台・日 150.00 450.00
移動 (シエンフエゴス～カマグエイ） 1 台 328.00 328.00
マヌエル・ドメネチ県外科病院 1 台・日 150.00 150.00
エドゥアルド・アグラモンテ小児病院 1 台・日 150.00 150.00
移動(カマグエイ～ラス・トゥーナス） 1 台 112.00 112.00
エルネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院 3 台・日 150.00 450.00
移動（ラス・トゥーナス～オルギン） 1 台 80.00 80.00
ルシア・イニゲス・ランディ二病院 1 台・日 150.00 150.00
ウラジミール・イリイチ・レーニン病院 1 台・日 150.00 150.00
オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デラ・ペドラハ県小児 1 台・日 150.00 150.00
移動（オルギン～グランマ） 1 台 80.00 80.00

小計

 



 
 

セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院 2 台・日 150.00 300.00
カルロス・マヌエル・セスペデス病院 1 台・日 150.00 150.00
移動（グランマ～サンチアゴ・デ・クーバ） 1 台 144.00 144.00
サトゥルニノ・ロラ県病院 1 台・日 150.00 150.00
ファン・ブルノ・サヤス病院 1 台・日 150.00 150.00
スール・ラ・コロナ小児病院 3 台・日 150.00 450.00
移動（ サンチアゴ・デ・クーバ～グアンタナモ） 1 台 96.00 96.00
アウグスティーノ・ネト病院 1 台・日 150.00 150.00
移動（グアンタナモ～ハバナ） 1 台 792.00 792.00

（研修生用車輌）
西部2グループ

移動（ピナル・デル・リオ～ハバナ） 3 台 152.00 456.00
移動（ハバナ～ピナル・デル・リオ～ハバナ） 3 台 152.00 456.00
移動（アルテミサ～ハバナ） 3 台 80.00 240.00
移動（ハバナ～アルテミサ） 2 台 80.00 160.00
ハバナ市内（1日利用） 2 台・日 150.00 300.00

中部
移動(マタンサス～ビジャ・クララ) 4 台 184.00 736.00
移動(ビジャ・クララ～マタンサス) 4 台 184.00 736.00
移動（シエン・フエゴス～ビジャ・クララ） 3 台 88.00 264.00
移動（ビジャ・クララ～シエン・フエゴス） 3 台 88.00 264.00
移動（カマグエイ～ビジャ・クララ） 4 台 224.00 896.00
移動（ビジャ・クララ～カマグエイ） 5 台 224.00 1,120.00
ビジャ・クララ市内 2 台 150.00 300.00

東部
移動（ラス・トゥーナス～サンチアゴ・デ・クーバ） 2 台 176.00 352.00
移動（サンチアゴ・デ・クーバ～ラス・トゥーナス） 2 台 176.00 352.00
移動（オルギン～サンチアゴ・デ・クーバ） 8 台 168.00 1,344.00
移動（サンチアゴ・デ・クーバ～オルギン） 8 台 168.00 1,344.00
移動（グランマ～サンチアゴ・デ・クーバ） 4 台 144.00 576.00
移動（サンチアゴ・デ・クーバ～グランマ） 4 台 144.00 576.00
移動（ グアンタナモ～サンチアゴ・デ・クーバ） 2 台 96.00 192.00
移動（ サンチアゴ・デ・クーバ～グアンタナモ） 2 台 96.00 192.00
サンチアゴ・デ・クーバ市内 2 台 150.00 300.00

28 ,040 .00

⑤ 報告書作成費

計上なし

⑥ その他

計上なし

5 ,086 ,248 119 .79 40 ,596 .00

３）間接費

- 金額 単価 金額 単価 金額

① 諸経費

諸経費（直接人件費）ｘ間接費率（90％） - 3,379,644

② 技術経費

技術経費（直接人件費＋諸経費）ｘ技術経費率（20％） - 1,426,961

4 ,806 ,605

米ドル
備考

合計

小計

小計

小計

合計

項目・費目
日本円 ユーロ

 
 
 



１．国立腫瘍学研究所（INOR)

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

小計 0 0 2,000 0 0

２．神経学・神経外科研究所

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

３．国立低侵襲外科センター

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

４．フランク・パイス病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

５．エルマノス・アメイヘイラス病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

kaigai
タイプライターテキスト
８．運営・維持管理費内訳書

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト

kaigai
タイプライターテキスト



６．カリスト・ガルシア病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

７．エンリケ・カブレラ病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1 X線管球 16,375
小計 0 0 2,000 0 16,375

８．サルバドール・アジェンデ病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1 X線管球 16,375
小計 0 0 2,000 0 16,375

９．マヌエル・ファハルド病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

小計 0 0 2,000 0 0



１０．ミゲル・エンリケス病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

E-03 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094 2,094 2,094 2,094 2,094
マウスピースセット 250 250 250 250 250
プリントパック 308 308 308 308 308
シリコンオイル 50 50 50 50 50

小計 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972



１１．ファン・マヌエル・マルケス小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

１２．ウィリアム・ソレル小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500



１３．アベル・サンタマリア病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

小計 0 0 2,000 0 0

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



１４．アルナルド・ミリアン・カストロ病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

E-03 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094 2,094 2,094 2,094 2,094
マウスピースセット 250 250 250 250 250
プリントパック 308 308 308 308 308
シリコンオイル 50 50 50 50 50

小計 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972

１５．ホセ・ミランダ県連携小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500



１６．ドクトル・グスタポ・リマ外科病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

小計 0 0 2,000 0 0

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

E-03 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094 2,094 2,094 2,094 2,094
マウスピースセット 250 250 250 250 250
プリントパック 308 308 308 308 308
シリコンオイル 50 50 50 50 50

小計 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972



１７．マヌエル・ドメネチ県外科病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

E-03 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094 2,094 2,094 2,094 2,094
マウスピースセット 250 250 250 250 250
プリントパック 308 308 308 308 308
シリコンオイル 50 50 50 50 50

小計 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972

１８．エドゥアルド・アグラモンテ小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0



１９．ルシア・イニゲス・ランディニ病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

小計 3,270 3,270 4,514 3,270 3,270



２０．ウラジミール・イリイチ・レーニン病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-03 デジタルX線画像診断システム（CR、アナロ

グ式乳房用X線診断装置用）
1 イメージングプレート 2,000

D-10 アナログ式乳房用X線診断装置 1 X線管球 16,375
小計 0 0 2,000 0 16,375

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



２１．オクタヴィオ・デ・ラ・コンセプシオン・イ・デ・ラ・ペドロハ県小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

２２．サトゥルニノ・ロラ病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
小計 0 0 2,000 0 0

２３．ファン・ブルノ・サヤス病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500

低侵襲治療に必要な機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

E-01 上部下部消化管用内視鏡システム 1 キセノンランプ 1,244
E-02 腹腔鏡システム 1 ブリッジ用シーリングキャップA 41 41 41 41 41

テレスコープ用シーリングキャップB 41 41 41 41 41
シース用シーリングキャップC 41 41 41 41 41
クリーニングブラシA 4 4 4 4 4
クリーニングブラシB 4 4 4 4 4
クリーニングブラシC 6 6 6 6 6
クリーニングブラシD 7 7 7 7 7
メンテナンスオイル 7 7 7 7 7
尿管・膀胱鏡用患者プレート 892 892 892 892 892
腹腔鏡用患者プレート 1,338 1,338 1,338 1,338 1,338
子宮鏡用患者プレート 892 892 892 892 892

E-03 気管支鏡システム 1 キセノンランプ 2,094 2,094 2,094 2,094 2,094
マウスピースセット 250 250 250 250 250
プリントパック 308 308 308 308 308
シリコンオイル 50 50 50 50 50

小計 5,972 5,972 7,216 5,972 5,972



２４．スール・ラ・コロナ小児病院

医用画像診断システムのデジタル化に必要な機材 単位：CUC
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

D-02 デジタルX線画像診断システム（CR） 1 イメージングプレート 2,000
D-09 デジタル式汎用X線診断装置（FPD搭載） 1 X線管球 9,500
小計 0 0 2,000 0 9,500

２５．アウグスティーノ・ネト病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



２６．セリア・サンチェス・マンドゥレイ病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

２７．カルロス・マヌエル・セスペデス病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



２８．エスネスト・ゲバラ・デ・ラ・セマ病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

２９．シロ・レドンド病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



３０．ホアキン・アルバラン病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

３１．アメリカ・アリアス母子病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



３２．コロン病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869

３３．カルデナス病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869



３４．セレスティーノ・エルナンデス・ロバウ病院

病理検査機材
計画番号 計画機材 計画数量 項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

P-04 pHメーター 2 標準液セット 75 75 75 75 75
スタンダードガラスpHガラス電極 181 181 181 181 181

P-07 タイマー 1 電池 5 5 5 5 5
P-08 双眼顕微鏡 6 油浸オイル 26 26 26 26 26
P-09 三眼顕微鏡 1 油浸オイル 8 8 8 8 8
P-10 カメラ付き教育用五眼顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-11 蛍光顕微鏡 1 油浸オイル 314 314 314 314 314
P-12 染色装置 1 試薬、カバーガラス 833 833 833 833 833
P-14 縦型ミクロトーム 1 使い捨て刃 85 85 85 85 85
P-16 ティッシュプロセッサー 1 試薬、パラフィン 838 838 838 838 838
P-17 自動包埋装置 1 ケース 166 166 166 166 166
P-18 クライオスタット 1 凍結組織切片作成用包埋材 365 365 365 365 365

ミクロトーム替え刃 89 89 89 89 89
凍結切片作製用包埋皿（スタンダード） 368 368 368 368 368
凍結切片作製用包埋皿（バイオプシー） 368 368 368 368 368

P-19 細胞遠心分離機 1 フィルター、チャンバー 834 834 834 834 834
小計 4,869 4,869 4,869 4,869 4,869
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